
御挨拶   代表役員（会長）比嘉 良雄
特集 沖縄県護国神社の歩み
第9回「社殿造営奉賛金募集活動」
　　　　　            宮司　加治 順人　

戦後80年を迎えるにあたり

各種行事報告
戦後80年特集
「本土に残る沖縄戦の記憶」
御祭神の遺籍調査
令和6年度書評

慶良間諸島阿嘉島（あかじま）　 昭和20年3月26日8時4分、この島に米軍が上陸した事により沖縄における地上戦が始まる。

沖縄県護国神社 社報 第32号
社報「うむい」について

　沖縄の言葉で「想い、願望、考え、所存」のことを「ウムィー」と
いい、戦争で亡くなっていった人達の思い、そして残された遺族、
戦友達の想いを次の世代へと継承すべくつけられた名前。
　日清戦争以後、敢然と国難に立ち向かっていった先人たちの尊
い精神が、この「うむい」を通して末代まで受け継がれ、真に戦争
の無い平和な世の中になるようにとの願いが込められている。

令和7年度 皇紀2685年
題字：宮里洋子（沖縄県護国神社前事務局長）



祭文を読み上げる比嘉会長スポーツ振興に尽力する比嘉会長
中央は出雲駅伝、全日本駅伝の連覇を達成した
國學院大學陸上競技部上原琉翔主将（県立北山高校出身）

啓
示

代
表
役
員
会
長  

比
嘉
良
雄

　
灰
燼
に
き
し
た
沖
縄
県
護
国
神
社
の
再
建
に
つ
く
さ
れ
た
具
志
堅
宗
精
翁
の
墓
前
に
ぬ
か
づ

い
た
。
寒
緋
桜
が
満
開
。
春
を
予
感
す
る
二
月
四
日
、
立
春
の
日
の
暮
れ
で
あ
る
。

「
あ
な
た
が
た
が
お
造
り
に
な
っ
た
護
国
神
社
の
本
殿
は
六
十
余
年
の
歳
月
を
経
て
痛
み
、
改

修
、
改
築
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
私
は
今
会
長
と
し
て
そ
の
大
業
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
立
場
で
あ
る
。
だ
が
高
齢
と
い
う
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
耳
、
目
、
足
、
そ
し
て

記
憶
力
。
判
断
力
が
あ
や
し
く
な
っ
て
き
た
。
運
転
免
許
証
も
返
納
し
た
。
数
え
年
は
今
年

九
十
歳
。
あ
な
た
が
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
年
齢
よ
り
も
五
年
余
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。・・・・・・
」

一
心
に
祈
っ
た
。

そ
れ
か
ら
十
日
、
心
の
整
理
が
つ
い
た
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
一
）
今
期
で
会
長
を
辞
す
。

（
二
）
当
時
の
具
志
堅
会
長
の
寄
付
額
一
千
ド
ル
相
当
の
金
子
を

　
　

  

寄
付
金
第
一
号
と
し
て
贈
呈
す
る
。

（
三
）
そ
の
金
額
は
五
百
万
円
。

（
四
）
令
和
七
年
五
月
三
十
一
日
、
退
任
の
日
に
実
施
。

啓
示
の
結
果
で
あ
る
。
合
掌
！
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　四
月
二
十
三
日
第
六
十
六
回
春
季
例
大
祭
を

斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
ま
ず
祭
典
に
先
立
つ

宵
宮
祭
に
お
い
て
新
た
に
氏
名
が
判
明
し
た

一
柱
の
祭
神
の
霊
璽
簿
を
本
殿
に
奉
安
い
た
し

ま
し
た
。
又
、
例
大
祭
当
日
に
は
当
社
に
篤
い

崇
敬
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
㈱
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ

よ
り
米
俵
三
俵
と
清
酒
の
奉
納
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
祭
典
中
に
は
華
道
家
元
池
坊
沖
縄
支
部
に

よ
る
献
華
の
儀
、
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
沖
縄
支

部
に
よ
る
御
奉
茶
の
儀
が
そ
れ
ぞ
れ
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
「
あ
ゝ
特
攻
」
勇
士
之
像

前
に
て
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
六
十
六
回

　
　
　春
季
例
大
祭

　沖
縄
戦
に
お
い
て
組
織
的
抵
抗
が
終
結
し
た

と
さ
れ
る
六
月
二
十
三
日
に
沖
縄
戦
全
戦
歿
者

慰
霊
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
正
午
に
黙
禱

を
捧
げ
、
そ
の
後
国
歌
斉
唱
、
宮
司
祝
詞
奏
上
、

神
職
に
よ
る
「
み
た
ま
慰
め
の
舞
」
の
奉
奏
と

滞
り
な
く
祭
典
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
年
は
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
百
二
十
名

の
方
に
ご
参
列
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

沖
縄
戦

　全
戦
歿
者
慰
霊
祭

　大
東
亜
戦
争
終
結
ノ
詔
書
が
下
さ
れ
て
よ
り
七
十
九

年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
社
で
は
英
霊
に
こ
た

え
る
会
沖
縄
県
本
部
協
賛
ま
た
、
沖
縄
県
遺
族
連
合

会
、
日
本
会
議
沖
縄
県
本
部
の
後
援
に
よ
り
終
戦

記
念
日
み
た
ま
祭
り
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
畏
く
も

天
皇
陛
下
よ
り
の
お
こ
と
ば
を
ラ
ヂ
オ
を
通
し
て
拝

聴
し
、
正
午
の
時
報
に
合
わ
せ
上
下
心
を
一
に
し
て
先

の
大
戦
に
て
靖
國
・
護
國
の
宮
へ
旅
立
た
れ
た
御
霊
に

対
し
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

終
戦
記
念
日
み
た
ま
祭
り

　秋
晴
れ
の
十
月
二
十
三
日
、
第
六
十
六
回
秋
季
例
大

祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。清
興
に
お
い
て
芸
能「
田
場

盛
信
民
謡
シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ
る
と
多
く
の
方
が

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
又
、
M
O
A
山
月
光
輪
花
が
献

華
の
儀
を
、
無
外
流
明
思
会
岩
品
銑
峰
氏
が
居
合
奉
納

演
武
を
そ
れ
ぞ
れ
執
り
行
い
大
祭
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　祭
典
中
に
照
屋
苗
子
大
祭
委
員
長
よ
り
祭
文
の
奏
上

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
あ
り
ま
し
た
、「
か

け
が
え
の
な
い
尊
い
命
を
捧
げ
た
ご
英
霊
と
そ
の
ご

遺
族
の
思
い
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
く
記
憶
し
、
次

の
世
代
へ
と
継
承
し
お
慰
め
申
し
上
げ
て
い
く
こ
と
が
ご
英
霊
に
報
い
る
道
で
あ
り
、
そ
れ
こ

そ
が
護
国
神
社
の
使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」
の
一
文
に
多
く
の
方
が
共
感
す
る
と
共
に
決

意
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

第
六
十
六
回
秋
季
例
大
祭

宮司祝詞奏上 多くの参列者が集う拝殿

照屋大祭委員長祭文を奏上す直会は神人共食の場
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琉
鵬
会

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
販
売
株
式
会
社

赤
マ
ル
ソ
ウ
合
名
会
社

琉
球
製
油
株
式
会
社

琉
球
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
業
株
式
会
社

全
琉
球
商
事
株
式
会
社

琉
和
商
事
株
式
会
社

琉
和
貿
易
株
式
会
社

琉
球
銀
行

沖
縄
銀
行

中
央
相
互
銀
行

南
陽
相
互
銀
行

沖
縄
生
命
保
険
相
互
会
社

琉
球
生
命
保
険
相
互
会
社

琉
球
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

共
和
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

那
覇
市
商
工
信
用
協
同
組
合

宮
城
仁
四
郎
姉
妹
会

大
扇
会

善
太
郎
組

琉
球
分
蜜
糖
工
業
会

配
電
協
会

国
場
幸
太
郎
関
係
会
社

ラ
イ
ト
工
務
店

倉
庫
協
会

古
堅
兄
弟
社

仲
原
組
仲
原
竜
雄

諸
見
里
酒
造
所

沖
縄
タ
ク
シ
ー
協
会

那
覇
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

沖
縄
自
動
車
販
売
協
会

金
秀
鉄
工
所

沖
縄
製
粉
株
式
会
社

琉
球
石
油
株
式
会
社

オ
キ
コ
株
式
会
社

沖
縄
山
形
屋

株
式
会
社
リ
ウ
ボ
ウ

沖
縄
飼
料
株
式
会
社

共
和
タ
ク
シ
ー

第
一
被
服
工
業
株
式
会
社

オ
リ
エ
ン
タ
ル
煙
草
株
式
会
社

ア
メ
リ
カ
ン
フォ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

比
嘉
電
気
工
業

ジ
ラ
ン
バ
ヤ
ー
玉
城
亀
助

琉
球
海
運
株
式
会
社

沖
縄
煙
草
株
式
会
社

ゲ
ン
キ
乳
業
株
式
会
社

南
洋
土
建
株
式
会
社

大
洋
堂
時
計
店

沖
縄
園
芸
農
業
組
合

球
陽
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

ホ
テ
ル
日
光（
上
岡
賢
次
）

香
取
荘
　
平
良
泰
央

沖
繩
皮
革
工
芸
社
山
内
昌
宏

松
本
タ
イ
プ
印
刷
所

沖
縄
食
糧
株
式
会
社

琉
球
文
教
図
畫
株
式
会
社

第
一
産
業
株
式
会
社

琉
球
ニッ
カ
ウ
イ
ス
キ
ー
株
式
会
社

沖
縄
商
会

ベ
ス
ト
ソ
ー
ダ
株
式
会
社

日
乃
出
機
械
工
業
所

沖
縄
旅
行
社

有
限
会
社
琉
球
ポ
ー
ラ
化
粧
品
本
舗

沖
縄
ホ
テ
ル

沖
の
島
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
波
の
上
荘

沖
縄
貿
易
株
式
会
社

山
田
宝
石
店

金
環
堂

那
覇
会
館

料
亭
　
松
の
下

味
の
素
沖
縄
事
務
所

日
本
航
空
沖
縄
支
店

三
井
物
産
那
覇
事
務
所

三
菱
商
事
那
覇
駐
在
所

住
友
商
事
那
覇
駐
在
所

株
式
会
社
東
食
那
覇
事
務
所

丸
紅
飯
田
株
式
会
社
那
覇
事
務
所

具
志
堅
宗
精

渡
辺
源
次
郎

大
城
鎌
吉

新
村
長
佳

我
喜
屋
カ
マ
ド

大
城
重
信

仲
原
籠
雄

浜
松
エ
ミ

当
間
重
剛

白
梅
同
窓
会

石
橋
必
得

石
橋
栄
輝

松
島
寛
容

照
屋
栄
健

源
河
朝
康

又
吉
ツ
ル

赤
嶺
ト
シ

那
覇
市

豊
見
城
村

糸
満
町

東
風
平
村

具
志
頭
村

玉
城
村

知
念
村

佐
敷
村

与
那
原
村

大
里
村

南
風
原
村

石
川
市

美
里
村

与
那
城
村

勝
連
村

具
志
川
村
　

コ
ザ
市

読
谷
村

嘉
手
納
村

北
谷
村

北
中
城
村

中
城
村

宜
野
湾
市

西
原
村

浦
添
村

国
頭
村

大
宜
味
村

東
村

羽
地
村

屋
我
地
村

今
帰
仁
村

上
本
部
村

本
部
町

屋
部
村

名
護
町

恩
納
村

久
志
村

宜
野
座
村

金
武
村

伊
江
村

仲
里
村

渡
嘉
敷
村

座
間
味
村

渡
名
喜
村

伊
是
名
村

高
良
小
学
校

小
禄
小
学
校

垣
花
小
中
学
校

城
岳
小
学
校（
先
生・生
徒
）

開
南
小
学
校（
六
年
生
）

久
茂
地
小
学
校（
六
年
生
）

若
狭
小
学
校

前
島
小
学
校

泊
小
学
校

壺
屋
小
学
校

神
原
小
学
校

真
和
志
小
学
校

大
道
小
学
校

安
謝
小
学
校

神
原
幼
稚
園

小
禄
中
学
校

古
蔵
中
学
校

那
覇
中
学
校

寄
宮
中
学
校

仲
西
中
学
校

北
大
東
併
置
校

仲
里
小
学
校

比
屋
定
併
置
校

上
田
中
学
校

座
安
小
学
校

長
嶺
小
学
校

豊
見
城
中
学
校

糸
満
南
小
学
校

米
須
小
学
校

真
壁
小
学
校

兼
城
小
学
校

糸
満
中
学
校

具
志
頭
小
学
校

東
風
平
小
学
校

東
風
平
中
学
校

南
風
原
小
学
校

南
風
原
中
学
校

大
里
南
小
学
校

佐
敷
小
学
校

知
念
小
学
校

久
高
小
中
学
校

知
念
中
学
校

玉
城
小
学
校

百
名
小
学
校

船
越
小
学
校

玉
城
中
学
校

渡
名
喜
小
中
学
校

座
間
味
小
中
学
校

阿
嘉
小
中
学
校

慶
留
間 

小
中
学
校

渡
嘉
敷
小
中
学
校

西
原
中
学
校

中
城
小
学
校

中
城
中
学
校

普
天
間
中
学
校

北
玉
小
学
校

北
谷
中
学
校

宮
城
小
中
学
校

平
敷
屋
小
学
校

勝
連
小
学
校

津
堅
小
中
学
校

美
里
小
学
校

美
里
中
学
校

美
東
中
学
校

北
中
城
中
学
校

北
中
城
小
学
校

美
東
小
学
校

安
慶
田
小
学
校

渡
慶
次
小
学
校

喜
名
小
学
校

古
堅
小
学
校

古
堅
中
学
校

天
願
小
学
校

兼
原
小
学
校

田
場
小
学
校

安
富
祖
小
中
学
校

喜
瀬
武
原
小
中
学
校

嘉
芸
小
中
学
校

金
武
小
学
校

中
川
小
学
校

金
武
中
学
校

か
ん
な
小
学
校

宜
野
座
小
学
校

謝
花
小
学
校

田
名
分
校

島
尻
分
校

松
田
小
学
校

宜
野
座
中
学
校

久
辺
小
中
学
校

久
志
小
中
学
校

三
原
小
中
学
校

嘉
陽
小
中
学
校

天
仁
屋
小
中
学
校

東
小
中
学
校

有
銘
小
中
学
校

東
江
小
学
校

名
護
小
学
校

大
宮
小
学
校

瀬
喜
田
小
中
学
校

名
護
中
学
校

屋
部
小
学
校

安
和
小
学
校

屋
部
中
学
校

本
部
中
学
校

本
部
小
学
校

崎
本
部
小
中
学
校

瀬
底
小
中
学
校

水
納
小
中
学
校

伊
豆
味
小
中
学
校

伊
野
波
小
中
学
校

浜
元
小
中
学
校

豊
川
小
学
校

新
里
小
学
校

今
帰
仁
小
学
校

天
底
小
学
校

大
宜
味
小
中
学
校

喜
如
嘉 

小
中
学
校

辺
土
名
小
学
校

奥
間
小
学
校

兼
次
小
中
学
校

湧
川
小
中
学
校

今
帰
仁
中
学
校

羽
地
小
学
校

真
喜
屋
小
中
学
校

稲
田
小
学
校

源
河
小
中
学
校

羽
地
中
学
校

屋
我
地
小
学
校

伊
江
小
学
校

西
小
学
校

伊
江
中
学
校

伊
平
屋
中
学
校

野
甫
小
中
学
校

津
波
小
中
学
校

塩
屋
小
中
学
校

佐
手
小
中
学
校

北
国
小
中
学
校

奥
小
中
学
校

そ
洲
小
中
学
校

安
田
小
中
学
校

安
波
小
中
学
校

高
江
小
中
学
校

国
頭
中
学
校

屋
我
地
中
学
校

平
良
第
一
小
学
校

西
城
小
学
校

砂
川
小
学
校

多
良
間
小
学
校

池
間
小
中
学
校

鏡
原
中
学
校

久
松
中
学
校

多
良
間
中
学
校

登
野
城
小
学
校

白
保
小
学
校

川
原
小
学
校

明
石
小
学
校

大
原
小
学
校

由
布
小
学
校

上
地
小
学
校

与
那
国
小
学
校

比
川
小
学
校

富
野
小
中
学
校

竹
富
小
中
学
校

小
浜
小
中
学
校

は
と
ま
小
中
学
校

上
原
小
中
学
校

西
表
小
中
学
校

久
部
良
小
中
学
校

石
垣
中
学
校

伊
良
間
中
学
校

白
保
中
学
校

大
原
中
学
校

平
真
小
学
校

全
国
知
事
会

神
社
本
庁

全
国
護
国
神
社
会

靖
国
神
社
職
員

県
内
団
体
•
法
人

県
内
個
人
等

県
外
法
人

県
内
市
町
村

県
内
小
中
学
校

県
外
団
体•個
人

参拝者を助けるボーイスカウト
出典：沖縄県立公文書館

靖
国
神
社
献
華
会

岩
上
友
次
郎

陸
土
五
六
期
生
会

解
脱
会

昭
和
工
業
所

大
西
一

鼠
入
静
子

出
光
会

松
本
明
重

北
海
道
知
事

石
垣
三
吉

猪
又
德
次

岩
倉
朝
治

五
十
風
菊
太
郎

三
重
県
知
事

愛
知
県
知
事

玉
田
栄
太
郎

『
沖
縄
県
護
国
神
社
の
歩
み
』

よ
り
抜
粋
　
掲
載
名
・
表
記

に
つ
い
て
は
原
文
の
マ
マ
と

な
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
社
殿
復
興

　
　
　
　
　高
額
奉
賛
者
一
覧

愛
知
県
遺
族
青
年
部

藤
岡
豊
子

群
馬
県
慰
霊
塔
建
立
期
成
会

岐
阜
県
知
事

宮
城
県
知
事

馬
俊
雄

愛
媛
県
町
村
会

丸
太
三
郎

熊
本
県
知
事

宮
崎
県
青
年
議
員
連
盟

特
集

沖
縄
県
護
国
神
社
の
歩
み

第
九
回  
社
殿
造
営
奉
賛
金
募
集
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

宮
司

　加
治 

順
人

　今
年
は
先
の
大
戦
が
終
結
し
八
十
年
と
な

り
ま
す
。
沖
縄
戦
に
よ
り
護
国
神
社
社
殿
は

一
部
崩
壊
し
、
更
に
戦
後
の
混
乱
に
因
り
荒

廃
し
、
神
社
と
し
て
の
様
相
は
大
き
く
変
貌

し
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
様
な
状
況
の
下
、
昭
和
三
十
年
代
初

頭
か
ら
、
県
内
の
遺
族
や
戦
争
経
験
者
よ
り

神
社
復
興
の
声
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　そ
こ
で
今
回
の
「
護
国
神
社
の
あ
ゆ
み
」

で
は
、
「
社
殿
造
営
奉
賛
金
募
集
活
動
」
と

題
し
て
、
社
殿
再
建
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
記
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
護
国
神
社
の
戦
後
は
、
昭
和
三
十
四
年
四

月
に
、
有
志
の
手
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
奉

賛
金
に
よ
り
仮
社
殿
が
建
立
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
あ
る
。
　

　
同
年
四
月
に
戦
後
第
一
回
の
例
大
祭
が
斎

行
さ
れ
、
本
格
的
な
社
殿
造
営
へ
と
機
運
が

高
ま
っ
て
い
っ
た
。
　
　

　
そ
こ
で
昭
和
三
十
七
年
二
月
に
「
沖
縄
県

護
国
神
社
復
興
期
成
会
」
が
結
成
さ
れ
、
会

長
に
具
志
堅
宗
精
（
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
㈱
創

業
者
）
、
副
会
長
に
長
嶺
秋
夫
（
琉
球
政
府

立
法
院
議
長
）
、
山
城
篤
男
（
沖
縄
群
島
政

府
副
知
事
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

　
そ
の
主
と
な
る
活
動
は
、
那
覇
市
の
所
有

と
な
っ
て
い
た
境
内
地
の
返
還
と
県
内
外
へ

の
奉
賛
金
募
集
活
動
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
具

志
堅
会
長
は
那
覇
市
へ
敷
地
返
還
を
陳
情

し
、
同
年
六
月
に
那
覇
市
市
議
会
本
会
議
に

て
返
還
陳
情
が
採
択
さ
れ
た
。

　
奉
賛
金
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
総
工
費
七

万
六
千
ド
ル
（
約
二
千
七
百
万
円
）
に
対

し
、
具
志
堅
会
長
自
ら
が
代
表
を
務
め
る
琉

鵬
会
（
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
㈱
他
関
連
会
社
）

よ
り
、
総
工
費
の
約
半
分
に
あ
た
る
三
万
三

千
ド
ル
（
千
百
八
十
八
万
円
）
が
奉
納
さ

れ
、
具
志
堅
会
長
個
人
か
ら
も
千
ド
ル
が
奉

納
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
県
内
遺
族
の
他
に
県
内
企
業
や
金

融
機
関
、
医
療
関
係
者
、
県
外
企
業
の
沖
縄

事
務
所
へ
も
呼
び
か
け
、
更
に
那
覇
市
内
の

個
人
商
店
、
個
人
宅
へ
も
復
興
期
成
会
の
職

員
が
戸
別
訪
問
し
、
募
金
を
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、予
想
以
上
の
奉
賛
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
沖
縄
市
町
村
会
総
会
に

年
七
月
全
国
知
事
会
よ
り
一
万
五
千
二
百
九

十
ド
ル
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
神
社
本
庁
や
全
国
の
神
社
関
係
者

へ
も
奉
賛
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
神
社
本
庁

よ
り
二
千
ド
ル
、
全
国
護
國
神
社
會
か
ら
二

百
七
十
五
ド
ル
の
奉
賛
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
護
国
神
社
社
殿
造
営
に

は
、
全
国
の
知
事
や
神
社
関
係
者
、
県
内
外

の
戦
友
や
御
遺
族
、
各
企
業
団
体
、
そ
し
て

沖
縄
県
内
ほ
ぼ
全
て
の
方
々
か
ら
多
く
の
奉

賛
が
寄
せ
ら
れ
、
昭
和
三
十
八
年
八
月
に
第

一
期
工
事
（
境
内
整
備
工
事
）
が
完
工
し
、

続
く
昭
和
三
十
九
年
七
月
第
二
期
工
事
（
本

殿
、
拝
殿
）
が
開
始
さ
れ
昭
和
四
十
年
八
月

に
竣
工
し
た
。

於
い
て
、
沖
縄
の
全
世
帯
に
対
し
五
セ
ン
ト

の
分
担
協
力
案
が
可
決
し
即
実
施
さ
れ
、
奉

賛
が
市
町
村
単
位
で
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
沖
縄
教
職
員
会
会
長
屋
良

朝
苗
（
復
帰
後
の
初
代
県
知
事
）
と
事
務
局

長
喜
屋
武
真
栄
（
復
帰
後
の
参
議
院
議
員
）

の
働
き
か
け
で
、
「
全
琉
一
セ
ン
ト
募
金
」

と
し
て
県
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
児
童
生
徒

に
対
し
募
金
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ら
れ
、
学

校
単
位
で
募
金
が
行
わ
れ
た
。

　
県
外
へ
は
、
元
靖
國
神
社
奉
賛
会
事
務
総

長
で
福
岡
県
知
事
を
務
め
た
岩
重
隆
治
氏
と

靖
國
神
社
池
田
良
八
権
宮
司
が
世
話
人
と
な

り
、
全
国
知
事
会
へ
復
興
援
助
を
依
頼
し
、

池
田
隼
人
総
理
大
臣
へ
も
沖
縄
の
事
情
を
説

明
し
援
助
を
依
頼
し
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十

八
年
四
月
に
具
志
堅
会
長
が
上
京
し
各
方
面

へ
援
助
を
申
し
入
れ
、
そ
の
甲
斐
も
あ
り
同

沖
縄
県
護
国
神
社
は
昭
和
11
年
の

創
建
か
ら
数
え
、
今
年
で
88
年
目

を
迎
え
ま
す
。
特
集
「
沖
縄
県
護

国
神
社
の
歩
み
」
と
題
し
、
11
回

に
わ
た
っ
て
神
社
の
創
建
か
ら
現

在
ま
で
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

復興が終わり多くの人で賑わう新社殿　出典：沖縄県立公文書館
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琉
鵬
会

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
販
売
株
式
会
社

赤
マ
ル
ソ
ウ
合
名
会
社

琉
球
製
油
株
式
会
社

琉
球
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
業
株
式
会
社

全
琉
球
商
事
株
式
会
社

琉
和
商
事
株
式
会
社

琉
和
貿
易
株
式
会
社

琉
球
銀
行

沖
縄
銀
行

中
央
相
互
銀
行

南
陽
相
互
銀
行

沖
縄
生
命
保
険
相
互
会
社

琉
球
生
命
保
険
相
互
会
社

琉
球
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

共
和
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

那
覇
市
商
工
信
用
協
同
組
合

宮
城
仁
四
郎
姉
妹
会

大
扇
会

善
太
郎
組

琉
球
分
蜜
糖
工
業
会

配
電
協
会

国
場
幸
太
郎
関
係
会
社

ラ
イ
ト
工
務
店

倉
庫
協
会

古
堅
兄
弟
社

仲
原
組
仲
原
竜
雄

諸
見
里
酒
造
所

沖
縄
タ
ク
シ
ー
協
会

那
覇
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

沖
縄
自
動
車
販
売
協
会

金
秀
鉄
工
所

沖
縄
製
粉
株
式
会
社

琉
球
石
油
株
式
会
社

オ
キ
コ
株
式
会
社

沖
縄
山
形
屋

株
式
会
社
リ
ウ
ボ
ウ

沖
縄
飼
料
株
式
会
社

共
和
タ
ク
シ
ー

第
一
被
服
工
業
株
式
会
社

オ
リ
エ
ン
タ
ル
煙
草
株
式
会
社

ア
メ
リ
カ
ン
フォ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

比
嘉
電
気
工
業

ジ
ラ
ン
バ
ヤ
ー
玉
城
亀
助

琉
球
海
運
株
式
会
社

沖
縄
煙
草
株
式
会
社

ゲ
ン
キ
乳
業
株
式
会
社

南
洋
土
建
株
式
会
社

大
洋
堂
時
計
店

沖
縄
園
芸
農
業
組
合

球
陽
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

ホ
テ
ル
日
光（
上
岡
賢
次
）

香
取
荘
　
平
良
泰
央

沖
繩
皮
革
工
芸
社
山
内
昌
宏

松
本
タ
イ
プ
印
刷
所

沖
縄
食
糧
株
式
会
社

琉
球
文
教
図
畫
株
式
会
社

第
一
産
業
株
式
会
社

琉
球
ニッ
カ
ウ
イ
ス
キ
ー
株
式
会
社

沖
縄
商
会

ベ
ス
ト
ソ
ー
ダ
株
式
会
社

日
乃
出
機
械
工
業
所

沖
縄
旅
行
社

有
限
会
社
琉
球
ポ
ー
ラ
化
粧
品
本
舗

沖
縄
ホ
テ
ル

沖
の
島
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
波
の
上
荘

沖
縄
貿
易
株
式
会
社

山
田
宝
石
店

金
環
堂

那
覇
会
館

料
亭
　
松
の
下

味
の
素
沖
縄
事
務
所

日
本
航
空
沖
縄
支
店

三
井
物
産
那
覇
事
務
所

三
菱
商
事
那
覇
駐
在
所

住
友
商
事
那
覇
駐
在
所

株
式
会
社
東
食
那
覇
事
務
所

丸
紅
飯
田
株
式
会
社
那
覇
事
務
所

具
志
堅
宗
精

渡
辺
源
次
郎

大
城
鎌
吉

新
村
長
佳

我
喜
屋
カ
マ
ド

大
城
重
信

仲
原
籠
雄

浜
松
エ
ミ

当
間
重
剛

白
梅
同
窓
会

石
橋
必
得

石
橋
栄
輝

松
島
寛
容

照
屋
栄
健

源
河
朝
康

又
吉
ツ
ル

赤
嶺
ト
シ

那
覇
市

豊
見
城
村

糸
満
町

東
風
平
村

具
志
頭
村

玉
城
村

知
念
村

佐
敷
村

与
那
原
村

大
里
村

南
風
原
村

石
川
市

美
里
村

与
那
城
村

勝
連
村

具
志
川
村
　

コ
ザ
市

読
谷
村

嘉
手
納
村

北
谷
村

北
中
城
村

中
城
村

宜
野
湾
市

西
原
村

浦
添
村

国
頭
村

大
宜
味
村

東
村

羽
地
村

屋
我
地
村

今
帰
仁
村

上
本
部
村

本
部
町

屋
部
村

名
護
町

恩
納
村

久
志
村

宜
野
座
村

金
武
村

伊
江
村

仲
里
村

渡
嘉
敷
村

座
間
味
村

渡
名
喜
村

伊
是
名
村

高
良
小
学
校

小
禄
小
学
校

垣
花
小
中
学
校

城
岳
小
学
校（
先
生・生
徒
）

開
南
小
学
校（
六
年
生
）

久
茂
地
小
学
校（
六
年
生
）

若
狭
小
学
校

前
島
小
学
校

泊
小
学
校

壺
屋
小
学
校

神
原
小
学
校

真
和
志
小
学
校

大
道
小
学
校

安
謝
小
学
校

神
原
幼
稚
園

小
禄
中
学
校

古
蔵
中
学
校

那
覇
中
学
校

寄
宮
中
学
校

仲
西
中
学
校

北
大
東
併
置
校

仲
里
小
学
校

比
屋
定
併
置
校

上
田
中
学
校

座
安
小
学
校

長
嶺
小
学
校

豊
見
城
中
学
校

糸
満
南
小
学
校

米
須
小
学
校

真
壁
小
学
校

兼
城
小
学
校

糸
満
中
学
校

具
志
頭
小
学
校

東
風
平
小
学
校

東
風
平
中
学
校

南
風
原
小
学
校

南
風
原
中
学
校

大
里
南
小
学
校

佐
敷
小
学
校

知
念
小
学
校

久
高
小
中
学
校

知
念
中
学
校

玉
城
小
学
校

百
名
小
学
校

船
越
小
学
校

玉
城
中
学
校

渡
名
喜
小
中
学
校

座
間
味
小
中
学
校

阿
嘉
小
中
学
校

慶
留
間 

小
中
学
校

渡
嘉
敷
小
中
学
校

西
原
中
学
校

中
城
小
学
校

中
城
中
学
校

普
天
間
中
学
校

北
玉
小
学
校

北
谷
中
学
校

宮
城
小
中
学
校

平
敷
屋
小
学
校

勝
連
小
学
校

津
堅
小
中
学
校

美
里
小
学
校

美
里
中
学
校

美
東
中
学
校

北
中
城
中
学
校

北
中
城
小
学
校

美
東
小
学
校

安
慶
田
小
学
校

渡
慶
次
小
学
校

喜
名
小
学
校

古
堅
小
学
校

古
堅
中
学
校

天
願
小
学
校

兼
原
小
学
校

田
場
小
学
校

安
富
祖
小
中
学
校

喜
瀬
武
原
小
中
学
校

嘉
芸
小
中
学
校

金
武
小
学
校

中
川
小
学
校

金
武
中
学
校

か
ん
な
小
学
校

宜
野
座
小
学
校

謝
花
小
学
校

田
名
分
校

島
尻
分
校

松
田
小
学
校

宜
野
座
中
学
校

久
辺
小
中
学
校

久
志
小
中
学
校

三
原
小
中
学
校

嘉
陽
小
中
学
校

天
仁
屋
小
中
学
校

東
小
中
学
校

有
銘
小
中
学
校

東
江
小
学
校

名
護
小
学
校

大
宮
小
学
校

瀬
喜
田
小
中
学
校

名
護
中
学
校

屋
部
小
学
校

安
和
小
学
校

屋
部
中
学
校

本
部
中
学
校

本
部
小
学
校

崎
本
部
小
中
学
校

瀬
底
小
中
学
校

水
納
小
中
学
校

伊
豆
味
小
中
学
校

伊
野
波
小
中
学
校

浜
元
小
中
学
校

豊
川
小
学
校

新
里
小
学
校

今
帰
仁
小
学
校

天
底
小
学
校

大
宜
味
小
中
学
校

喜
如
嘉 

小
中
学
校

辺
土
名
小
学
校

奥
間
小
学
校

兼
次
小
中
学
校

湧
川
小
中
学
校

今
帰
仁
中
学
校

羽
地
小
学
校

真
喜
屋
小
中
学
校

稲
田
小
学
校

源
河
小
中
学
校

羽
地
中
学
校

屋
我
地
小
学
校

伊
江
小
学
校

西
小
学
校

伊
江
中
学
校

伊
平
屋
中
学
校

野
甫
小
中
学
校

津
波
小
中
学
校

塩
屋
小
中
学
校

佐
手
小
中
学
校

北
国
小
中
学
校

奥
小
中
学
校

そ
洲
小
中
学
校

安
田
小
中
学
校

安
波
小
中
学
校

高
江
小
中
学
校

国
頭
中
学
校

屋
我
地
中
学
校

平
良
第
一
小
学
校

西
城
小
学
校

砂
川
小
学
校

多
良
間
小
学
校

池
間
小
中
学
校

鏡
原
中
学
校

久
松
中
学
校

多
良
間
中
学
校

登
野
城
小
学
校

白
保
小
学
校

川
原
小
学
校

明
石
小
学
校

大
原
小
学
校

由
布
小
学
校

上
地
小
学
校

与
那
国
小
学
校

比
川
小
学
校

富
野
小
中
学
校

竹
富
小
中
学
校

小
浜
小
中
学
校
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と
ま
小
中
学
校

上
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小
中
学
校
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校

久
部
良
小
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校
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中
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校

伊
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中
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琉
鵬
会

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
販
売
株
式
会
社

赤
マ
ル
ソ
ウ
合
名
会
社

琉
球
製
油
株
式
会
社

琉
球
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
業
株
式
会
社

全
琉
球
商
事
株
式
会
社

琉
和
商
事
株
式
会
社

琉
和
貿
易
株
式
会
社

琉
球
銀
行

沖
縄
銀
行

中
央
相
互
銀
行

南
陽
相
互
銀
行

沖
縄
生
命
保
険
相
互
会
社

琉
球
生
命
保
険
相
互
会
社

琉
球
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

共
和
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

那
覇
市
商
工
信
用
協
同
組
合

宮
城
仁
四
郎
姉
妹
会

大
扇
会

善
太
郎
組

琉
球
分
蜜
糖
工
業
会

配
電
協
会

国
場
幸
太
郎
関
係
会
社

ラ
イ
ト
工
務
店

倉
庫
協
会

古
堅
兄
弟
社

仲
原
組
仲
原
竜
雄

諸
見
里
酒
造
所

沖
縄
タ
ク
シ
ー
協
会

那
覇
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

沖
縄
自
動
車
販
売
協
会

金
秀
鉄
工
所

沖
縄
製
粉
株
式
会
社

琉
球
石
油
株
式
会
社

オ
キ
コ
株
式
会
社

沖
縄
山
形
屋

株
式
会
社
リ
ウ
ボ
ウ

沖
縄
飼
料
株
式
会
社

共
和
タ
ク
シ
ー

第
一
被
服
工
業
株
式
会
社

オ
リ
エ
ン
タ
ル
煙
草
株
式
会
社

ア
メ
リ
カ
ン
フォ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

比
嘉
電
気
工
業

ジ
ラ
ン
バ
ヤ
ー
玉
城
亀
助

琉
球
海
運
株
式
会
社

沖
縄
煙
草
株
式
会
社

ゲ
ン
キ
乳
業
株
式
会
社

南
洋
土
建
株
式
会
社

大
洋
堂
時
計
店

沖
縄
園
芸
農
業
組
合

球
陽
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

ホ
テ
ル
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上
岡
賢
次
）

香
取
荘
　
平
良
泰
央

沖
繩
皮
革
工
芸
社
山
内
昌
宏

松
本
タ
イ
プ
印
刷
所

沖
縄
食
糧
株
式
会
社

琉
球
文
教
図
畫
株
式
会
社

第
一
産
業
株
式
会
社

琉
球
ニッ
カ
ウ
イ
ス
キ
ー
株
式
会
社

沖
縄
商
会

ベ
ス
ト
ソ
ー
ダ
株
式
会
社

日
乃
出
機
械
工
業
所

沖
縄
旅
行
社

有
限
会
社
琉
球
ポ
ー
ラ
化
粧
品
本
舗

沖
縄
ホ
テ
ル

沖
の
島
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
波
の
上
荘

沖
縄
貿
易
株
式
会
社

山
田
宝
石
店

金
環
堂

那
覇
会
館

料
亭
　
松
の
下

味
の
素
沖
縄
事
務
所

日
本
航
空
沖
縄
支
店

三
井
物
産
那
覇
事
務
所

三
菱
商
事
那
覇
駐
在
所

住
友
商
事
那
覇
駐
在
所

株
式
会
社
東
食
那
覇
事
務
所

丸
紅
飯
田
株
式
会
社
那
覇
事
務
所

具
志
堅
宗
精

渡
辺
源
次
郎

大
城
鎌
吉

新
村
長
佳

我
喜
屋
カ
マ
ド

大
城
重
信

仲
原
籠
雄

浜
松
エ
ミ

当
間
重
剛

白
梅
同
窓
会

石
橋
必
得

石
橋
栄
輝

松
島
寛
容

照
屋
栄
健

源
河
朝
康

又
吉
ツ
ル

赤
嶺
ト
シ

那
覇
市

豊
見
城
村

糸
満
町

東
風
平
村

具
志
頭
村

玉
城
村

知
念
村

佐
敷
村

与
那
原
村

大
里
村

南
風
原
村

石
川
市

美
里
村

与
那
城
村

勝
連
村

具
志
川
村
　

コ
ザ
市

読
谷
村

嘉
手
納
村

北
谷
村

北
中
城
村

中
城
村

宜
野
湾
市

西
原
村

浦
添
村

国
頭
村

大
宜
味
村

東
村

羽
地
村

屋
我
地
村

今
帰
仁
村

上
本
部
村

本
部
町

屋
部
村

名
護
町

恩
納
村

久
志
村

宜
野
座
村

金
武
村

伊
江
村

仲
里
村

渡
嘉
敷
村

座
間
味
村

渡
名
喜
村

伊
是
名
村

高
良
小
学
校

小
禄
小
学
校

垣
花
小
中
学
校

城
岳
小
学
校（
先
生・生
徒
）

開
南
小
学
校（
六
年
生
）

久
茂
地
小
学
校（
六
年
生
）

若
狭
小
学
校

前
島
小
学
校

泊
小
学
校

壺
屋
小
学
校

神
原
小
学
校

真
和
志
小
学
校

大
道
小
学
校

安
謝
小
学
校

神
原
幼
稚
園

小
禄
中
学
校

古
蔵
中
学
校

那
覇
中
学
校

寄
宮
中
学
校

仲
西
中
学
校

北
大
東
併
置
校

仲
里
小
学
校

比
屋
定
併
置
校

上
田
中
学
校

座
安
小
学
校

長
嶺
小
学
校

豊
見
城
中
学
校

糸
満
南
小
学
校

米
須
小
学
校

真
壁
小
学
校

兼
城
小
学
校

糸
満
中
学
校

具
志
頭
小
学
校

東
風
平
小
学
校

東
風
平
中
学
校

南
風
原
小
学
校

南
風
原
中
学
校

大
里
南
小
学
校

佐
敷
小
学
校

知
念
小
学
校

久
高
小
中
学
校

知
念
中
学
校

玉
城
小
学
校

百
名
小
学
校

船
越
小
学
校

玉
城
中
学
校

渡
名
喜
小
中
学
校

座
間
味
小
中
学
校

阿
嘉
小
中
学
校

慶
留
間 

小
中
学
校

渡
嘉
敷
小
中
学
校

西
原
中
学
校

中
城
小
学
校

中
城
中
学
校

普
天
間
中
学
校

北
玉
小
学
校

北
谷
中
学
校

宮
城
小
中
学
校

平
敷
屋
小
学
校

勝
連
小
学
校

津
堅
小
中
学
校

美
里
小
学
校

美
里
中
学
校

美
東
中
学
校

北
中
城
中
学
校

北
中
城
小
学
校

美
東
小
学
校

安
慶
田
小
学
校

渡
慶
次
小
学
校

喜
名
小
学
校

古
堅
小
学
校

古
堅
中
学
校

天
願
小
学
校

兼
原
小
学
校

田
場
小
学
校

安
富
祖
小
中
学
校

喜
瀬
武
原
小
中
学
校

嘉
芸
小
中
学
校

金
武
小
学
校

中
川
小
学
校

金
武
中
学
校

か
ん
な
小
学
校

宜
野
座
小
学
校

謝
花
小
学
校

田
名
分
校

島
尻
分
校

松
田
小
学
校

宜
野
座
中
学
校

久
辺
小
中
学
校

久
志
小
中
学
校

三
原
小
中
学
校

嘉
陽
小
中
学
校

天
仁
屋
小
中
学
校

東
小
中
学
校

有
銘
小
中
学
校

東
江
小
学
校

名
護
小
学
校

大
宮
小
学
校

瀬
喜
田
小
中
学
校

名
護
中
学
校

屋
部
小
学
校

安
和
小
学
校

屋
部
中
学
校

本
部
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学
校

本
部
小
学
校

崎
本
部
小
中
学
校

瀬
底
小
中
学
校

水
納
小
中
学
校

伊
豆
味
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中
学
校

伊
野
波
小
中
学
校

浜
元
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校

豊
川
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学
校
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里
小
学
校

今
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仁
小
学
校

天
底
小
学
校

大
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味
小
中
学
校

喜
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小
中
学
校
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小
学
校

奥
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小
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小
中
学
校
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小
中
学
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仁
中
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校

羽
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小
学
校
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屋
小
中
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校

稲
田
小
学
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河
小
中
学
校
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地
中
学
校

屋
我
地
小
学
校

伊
江
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学
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校

伊
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中
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中
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校
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校
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校
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校
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校
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期
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会

昭
和
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入
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道
知
事

石
垣
三
吉

猪
又
德
次

岩
倉
朝
治

五
十
風
菊
太
郎

三
重
県
知
事

愛
知
県
知
事

玉
田
栄
太
郎

『
沖
縄
県
護
国
神
社
の
歩
み
』

よ
り
抜
粋
　
掲
載
名
・
表
記

に
つ
い
て
は
原
文
の
マ
マ
と

な
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
社
殿
復
興

　
　
　
　
　高
額
奉
賛
者
一
覧

愛
知
県
遺
族
青
年
部

藤
岡
豊
子

群
馬
県
慰
霊
塔
建
立
期
成
会

岐
阜
県
知
事

宮
城
県
知
事

馬
俊
雄

愛
媛
県
町
村
会

丸
太
三
郎

熊
本
県
知
事

宮
崎
県
青
年
議
員
連
盟

6うむい32号



戦
後
八
十
年
特
集 　

  

本
土
に
残
る
沖
縄
戦
の
記
憶

　皆
様
の
中
に
は
沖
縄
戦
の
遺
品
や
関
係

す
る
も
の
の
多
く
が
沖
縄
に
あ
る
と
思
わ

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
存
じ

ま
す
。し
か
し
な
が
ら
当
社
の
御
祭
神
が

日
本
全
国
の
ご
出
身
で
あ
る
よ
う
に
、
本

土
に
も
沖
縄
戦
関
係
の
遺
品
や
ゆ
か
り
の

地
が
多
く
存
在
い
た
し
ま
す
。例
え
ば
、特

攻
隊
が
出
撃
し
た
知
覧
や
、
鹿
屋
等
の
航

空
基
地
、
或
い
は
マ
ル
レ
の
訓
練
地
で
あ

る
江
田
島
な
ど
が
有
名
で
す
。又
陸
戦
関

係
で
す
と
靖
國
神
社
遊
就
館
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
部
分
に
は
沖
縄
戦
で
使
用
さ
れ
た
野

戦
重
砲
が
あ
る
他
、
各
地
で
慰
霊
碑
を
拝

す
る
事
が
出
来
ま
す
。今
回
は
四
月
七
日

に
起
こ
り
ま
し
た
坊
ノ
岬
沖
海
戦
の
記
憶

を
、
そ
の
中
で
も
市
販
の
旅
行
雑
誌
に
あ

ま
り
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
戦
跡
や
、
ゆ
か

り
の
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

『
坊
ノ
岬
沖
海
戦
　概
略
』

　三
月
二
十
六
日
午
前
八
時
に

米
軍
が
慶
良
間
諸
島
に
上
陸
す

る
と
連
合
艦
隊
は
「
天
一
号
作
戦

発
動
」
を
令
し
た
。又
同
日
に
石

垣
島
出
身
の
伊
舎
堂
用
久
陸
軍

大
尉
（
歿
後
中
佐
に
特
進
）
率
い

る
誠
第
十
七
飛
行
隊
が
敵
艦
隊

に
対
し
特
別
攻
撃
を
敢
行
す
る

な
ど
陸
海
軍
の
総
力
を
あ
げ
て

の
作
戦
行
動
が
行
わ
れ
た
。そ
の

中
で
帝
国
海
軍
は
敵
艦
隊
・
敵

陸
上
戦
力
を
撃
滅
す
べ
く
戦
艦

大
和
以
下
十
隻
で
編
成
さ
れ
た

第
一
遊
撃
部
隊
の
出
撃
を
決
定
。

四
月
六
日
、
豊
田
副
武
連
合
艦
隊

司
令
長
官
は
全
軍
に
対
し
、

「
帝
国
海
軍
部
隊
は
陸
軍
と
協
力
、空
海
陸
の
全

力
を
挙
げ
て
沖
縄
島
周
辺
の
敵
艦
隊
に
対
す

る
総
攻
撃
を
決
行
せ
ん
と
す
。皇
国
の
興
廃
は

正
に
此
の
一
挙
に
在
り
、
茲
に
特
に
海
上
特
攻

隊
を
編
成
壮
烈
無
比
の
突
入
作
戦
を
命
じ
た

る
は
帝
国
海
軍
力
を
此
の
一
戦
に
結
集
し
、
光

輝
あ
る
帝
国
海
軍
海
上
部
隊
の
伝
統
を
発
揚

す
る
と
共
に
其
の
栄
光
を
後
昆
に
伝
へ
ん
と

す
る
に
外
な
ら
ず
各
隊
は
其
の
特
攻
隊
た
る

と
否
と
を
問
わ
ず
愈
々
殊
死
奮
戦
敵
艦
隊
を

随
所
に
殲
滅
し
以
て
皇
国
無
窮
の
礎
を
確
立

す
べ
し
」

の
電
文
を
発
し
た
。そ
の
後
、
第
一
遊
撃
部

隊
は
一
億
総
特
攻
の
魁
と
し
て
沖
縄
に
向

け
て
出
撃
。翌
四
月
七
日
正
午
よ
り
始

ま
っ
た
戦
闘
に
お
い
て
は
敵
出
撃
攻
撃
機

三
七
二
機
中
実
に
五
十
数
機
に
損
害
を
与

え
る
も（
諸
説
あ
り
）遂
に
戦
艦
大
和
、
軽

巡
矢
矧
、駆
逐
艦
浜
風
、磯
風
、朝
霜
、霞
の

六
隻
が
千
尋
の
海
に
沈
み
、
残
存
駆
逐
艦

初
霜
、
雪
風
、
涼
月
、
冬
月
の
四
隻
は
佐
世

保
に
帰
還
す
る
事
と
な
っ
た
。

『
う
む
い
』
で
は
様
々
な
号
で
県
内
に
お
け
る
沖
縄
戦
関
係
の

戦
跡
の
紹
介
を
し
て
参
り
ま
し
た
。今
回
は
少
し
角
度
を
変
え
、

本
土
に
残
る
沖
縄
戦
の
記
憶
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
　
　

福岡県北九州市
　響灘沈艦護岸
（軍艦防波堤）

　駆逐艦　涼月、冬月、柳

広島県江田島市
海上自衛隊第一術科学校
駆逐艦雪風　錨等

坊ノ岬沖海戦
戦艦大和沈没地点
北緯30度43分
東経128度04分

沖縄本島

東京都墨田区
山田記念病院
駆逐艦初霜　錨

栃木県那須塩原市
那須戦争博物館

　駆逐艦冬月　軍艦旗
海防艦志賀　舵他

千葉市稲毛区
高須スポーツセンター
海防艦志賀　錨
艦橋計器類

い
よ
い
よ
し
ゅ
し
ふ
ん
せ
ん

こ
う
こ
ん

む
き
ゅ
う

は
つ
よ
う

こ
こ

琉
鵬
会

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
販
売
株
式
会
社

赤
マ
ル
ソ
ウ
合
名
会
社

琉
球
製
油
株
式
会
社

琉
球
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
業
株
式
会
社

全
琉
球
商
事
株
式
会
社

琉
和
商
事
株
式
会
社

琉
和
貿
易
株
式
会
社

琉
球
銀
行

沖
縄
銀
行

中
央
相
互
銀
行

南
陽
相
互
銀
行

沖
縄
生
命
保
険
相
互
会
社

琉
球
生
命
保
険
相
互
会
社

琉
球
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

共
和
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

那
覇
市
商
工
信
用
協
同
組
合

宮
城
仁
四
郎
姉
妹
会

大
扇
会

善
太
郎
組

琉
球
分
蜜
糖
工
業
会

配
電
協
会

国
場
幸
太
郎
関
係
会
社

ラ
イ
ト
工
務
店

倉
庫
協
会

古
堅
兄
弟
社

仲
原
組
仲
原
竜
雄

諸
見
里
酒
造
所

沖
縄
タ
ク
シ
ー
協
会

那
覇
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

沖
縄
自
動
車
販
売
協
会

金
秀
鉄
工
所

沖
縄
製
粉
株
式
会
社

琉
球
石
油
株
式
会
社

オ
キ
コ
株
式
会
社

沖
縄
山
形
屋

株
式
会
社
リ
ウ
ボ
ウ

沖
縄
飼
料
株
式
会
社

共
和
タ
ク
シ
ー

第
一
被
服
工
業
株
式
会
社

オ
リ
エ
ン
タ
ル
煙
草
株
式
会
社

ア
メ
リ
カ
ン
フォ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

比
嘉
電
気
工
業

ジ
ラ
ン
バ
ヤ
ー
玉
城
亀
助

琉
球
海
運
株
式
会
社

沖
縄
煙
草
株
式
会
社

ゲ
ン
キ
乳
業
株
式
会
社

南
洋
土
建
株
式
会
社

大
洋
堂
時
計
店

沖
縄
園
芸
農
業
組
合

球
陽
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

ホ
テ
ル
日
光（
上
岡
賢
次
）

香
取
荘
　
平
良
泰
央

沖
繩
皮
革
工
芸
社
山
内
昌
宏

松
本
タ
イ
プ
印
刷
所

沖
縄
食
糧
株
式
会
社

琉
球
文
教
図
畫
株
式
会
社

第
一
産
業
株
式
会
社

琉
球
ニッ
カ
ウ
イ
ス
キ
ー
株
式
会
社

沖
縄
商
会

ベ
ス
ト
ソ
ー
ダ
株
式
会
社

日
乃
出
機
械
工
業
所

沖
縄
旅
行
社

有
限
会
社
琉
球
ポ
ー
ラ
化
粧
品
本
舗

沖
縄
ホ
テ
ル

沖
の
島
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
波
の
上
荘

沖
縄
貿
易
株
式
会
社

山
田
宝
石
店

金
環
堂

那
覇
会
館

料
亭
　
松
の
下

味
の
素
沖
縄
事
務
所

日
本
航
空
沖
縄
支
店

三
井
物
産
那
覇
事
務
所

三
菱
商
事
那
覇
駐
在
所

住
友
商
事
那
覇
駐
在
所

株
式
会
社
東
食
那
覇
事
務
所

丸
紅
飯
田
株
式
会
社
那
覇
事
務
所

具
志
堅
宗
精

渡
辺
源
次
郎

大
城
鎌
吉

新
村
長
佳

我
喜
屋
カ
マ
ド

大
城
重
信

仲
原
籠
雄

浜
松
エ
ミ

当
間
重
剛

白
梅
同
窓
会

石
橋
必
得

石
橋
栄
輝

松
島
寛
容

照
屋
栄
健

源
河
朝
康

又
吉
ツ
ル

赤
嶺
ト
シ

那
覇
市

豊
見
城
村

糸
満
町

東
風
平
村

具
志
頭
村

玉
城
村

知
念
村

佐
敷
村

与
那
原
村

大
里
村

南
風
原
村

石
川
市

美
里
村

与
那
城
村

勝
連
村

具
志
川
村
　

コ
ザ
市

読
谷
村

嘉
手
納
村

北
谷
村

北
中
城
村

中
城
村

宜
野
湾
市

西
原
村

浦
添
村

国
頭
村

大
宜
味
村

東
村

羽
地
村

屋
我
地
村

今
帰
仁
村

上
本
部
村

本
部
町

屋
部
村

名
護
町

恩
納
村

久
志
村

宜
野
座
村

金
武
村

伊
江
村

仲
里
村

渡
嘉
敷
村

座
間
味
村

渡
名
喜
村

伊
是
名
村

高
良
小
学
校

小
禄
小
学
校

垣
花
小
中
学
校

城
岳
小
学
校（
先
生・生
徒
）

開
南
小
学
校（
六
年
生
）

久
茂
地
小
学
校（
六
年
生
）

若
狭
小
学
校

前
島
小
学
校

泊
小
学
校

壺
屋
小
学
校

神
原
小
学
校

真
和
志
小
学
校

大
道
小
学
校

安
謝
小
学
校

神
原
幼
稚
園

小
禄
中
学
校

古
蔵
中
学
校

那
覇
中
学
校

寄
宮
中
学
校

仲
西
中
学
校

北
大
東
併
置
校

仲
里
小
学
校

比
屋
定
併
置
校

上
田
中
学
校

座
安
小
学
校

長
嶺
小
学
校

豊
見
城
中
学
校

糸
満
南
小
学
校

米
須
小
学
校

真
壁
小
学
校

兼
城
小
学
校

糸
満
中
学
校

具
志
頭
小
学
校

東
風
平
小
学
校

東
風
平
中
学
校

南
風
原
小
学
校

南
風
原
中
学
校

大
里
南
小
学
校

佐
敷
小
学
校

知
念
小
学
校

久
高
小
中
学
校

知
念
中
学
校

玉
城
小
学
校

百
名
小
学
校

船
越
小
学
校

玉
城
中
学
校

渡
名
喜
小
中
学
校

座
間
味
小
中
学
校

阿
嘉
小
中
学
校

慶
留
間 

小
中
学
校

渡
嘉
敷
小
中
学
校

西
原
中
学
校

中
城
小
学
校

中
城
中
学
校

普
天
間
中
学
校

北
玉
小
学
校

北
谷
中
学
校

宮
城
小
中
学
校

平
敷
屋
小
学
校

勝
連
小
学
校

津
堅
小
中
学
校

美
里
小
学
校

美
里
中
学
校

美
東
中
学
校

北
中
城
中
学
校

北
中
城
小
学
校

美
東
小
学
校

安
慶
田
小
学
校

渡
慶
次
小
学
校

喜
名
小
学
校

古
堅
小
学
校

古
堅
中
学
校

天
願
小
学
校

兼
原
小
学
校

田
場
小
学
校

安
富
祖
小
中
学
校

喜
瀬
武
原
小
中
学
校

嘉
芸
小
中
学
校

金
武
小
学
校

中
川
小
学
校

金
武
中
学
校

か
ん
な
小
学
校

宜
野
座
小
学
校

謝
花
小
学
校

田
名
分
校

島
尻
分
校

松
田
小
学
校

宜
野
座
中
学
校

久
辺
小
中
学
校

久
志
小
中
学
校

三
原
小
中
学
校

嘉
陽
小
中
学
校

天
仁
屋
小
中
学
校

東
小
中
学
校

有
銘
小
中
学
校

東
江
小
学
校

名
護
小
学
校

大
宮
小
学
校

瀬
喜
田
小
中
学
校

名
護
中
学
校

屋
部
小
学
校

安
和
小
学
校

屋
部
中
学
校

本
部
中
学
校

本
部
小
学
校

崎
本
部
小
中
学
校

瀬
底
小
中
学
校

水
納
小
中
学
校

伊
豆
味
小
中
学
校

伊
野
波
小
中
学
校

浜
元
小
中
学
校

豊
川
小
学
校

新
里
小
学
校

今
帰
仁
小
学
校

天
底
小
学
校

大
宜
味
小
中
学
校

喜
如
嘉 

小
中
学
校

辺
土
名
小
学
校

奥
間
小
学
校

兼
次
小
中
学
校

湧
川
小
中
学
校

今
帰
仁
中
学
校

羽
地
小
学
校

真
喜
屋
小
中
学
校

稲
田
小
学
校

源
河
小
中
学
校

羽
地
中
学
校

屋
我
地
小
学
校

伊
江
小
学
校

西
小
学
校

伊
江
中
学
校

伊
平
屋
中
学
校

野
甫
小
中
学
校

津
波
小
中
学
校

塩
屋
小
中
学
校

佐
手
小
中
学
校

北
国
小
中
学
校

奥
小
中
学
校

そ
洲
小
中
学
校

安
田
小
中
学
校

安
波
小
中
学
校

高
江
小
中
学
校

国
頭
中
学
校

屋
我
地
中
学
校

平
良
第
一
小
学
校

西
城
小
学
校

砂
川
小
学
校

多
良
間
小
学
校

池
間
小
中
学
校

鏡
原
中
学
校

久
松
中
学
校

多
良
間
中
学
校

登
野
城
小
学
校

白
保
小
学
校

川
原
小
学
校

明
石
小
学
校

大
原
小
学
校

由
布
小
学
校

上
地
小
学
校

与
那
国
小
学
校

比
川
小
学
校

富
野
小
中
学
校

竹
富
小
中
学
校

小
浜
小
中
学
校

は
と
ま
小
中
学
校

上
原
小
中
学
校

西
表
小
中
学
校

久
部
良
小
中
学
校

石
垣
中
学
校

伊
良
間
中
学
校

白
保
中
学
校

大
原
中
学
校

平
真
小
学
校

全
国
知
事
会

神
社
本
庁

全
国
護
国
神
社
会

靖
国
神
社
職
員

県
内
団
体
•
法
人

県
内
個
人
等

県
外
法
人

県
内
市
町
村

県
内
小
中
学
校

県
外
団
体•個
人

参拝者を助けるボーイスカウト
出典：沖縄県立公文書館

靖
国
神
社
献
華
会

岩
上
友
次
郎

陸
土
五
六
期
生
会

解
脱
会

昭
和
工
業
所

大
西
一

鼠
入
静
子

出
光
会

松
本
明
重

北
海
道
知
事

石
垣
三
吉

猪
又
德
次

岩
倉
朝
治

五
十
風
菊
太
郎

三
重
県
知
事

愛
知
県
知
事

玉
田
栄
太
郎

『
沖
縄
県
護
国
神
社
の
歩
み
』

よ
り
抜
粋
　
掲
載
名
・
表
記

に
つ
い
て
は
原
文
の
マ
マ
と

な
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
社
殿
復
興

　
　
　
　
　高
額
奉
賛
者
一
覧

愛
知
県
遺
族
青
年
部

藤
岡
豊
子

群
馬
県
慰
霊
塔
建
立
期
成
会

岐
阜
県
知
事

宮
城
県
知
事

馬
俊
雄

愛
媛
県
町
村
会

丸
太
三
郎

熊
本
県
知
事

宮
崎
県
青
年
議
員
連
盟
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残
存
駆
逐
艦
の
そ
の
後

【
初
霜
】二
水
戦
最
後
の
旗
艦

　初
霜
は
残
存
艦
の
中
で
一
番
損
害

が
軽
微
で
あ
っ
た
為
、
海
戦
終
了
後
、

第
二
水
雷
戦
隊
の
將
旗
が
移
さ
れ
、
三

百
名
以
上
の
生
存
者
の
救
出
を
行
い

ま
し
た
。海
戦
後
の
四
月
二
十
日
に
は

初
霜
艦
上
で
第
二
水
雷
戦
隊
の
解
隊

式
が
行
わ
れ
、
こ
こ
に「
華
の
二
水
戦
」

と
謳
わ
れ
た
栄
光
の
第
二
水
雷
戦
隊

は
名
実
と
も
に
終
焉
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
後
は
京
都
府
宮
津
港
に
て
本
土

決
戦
に
備
え
る
も
七
月
三
十
日
の
宮

津
港
空
襲
の
際
に
触
雷
し
大
破
。最
後

は
完
全
な
る
沈
没
を
防
ぐ
た
め
獅
子

崎
に
て
擱
座
着
底
と
な
り
ま
し
た
。戦

後
初
霜
は
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
そ
の

主
錨
は
初
霜
の
軍
医
長
を
務
め
て
い

た
山
田
正
明
氏
が
も
ら
い
受
け
、
現
在

は
東
京
都
墨
田
区
に
あ
る
山
田
記
念

病
院
前
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
冬
月
・
涼
月
】永
久
の
月
の
絆

　残
存
艦
の
中
で
涼
月
は
満
身
創
痍
の

状
態
で
あ
り
、
い
つ
沈
ん
で
も
お
か
し

く
な
い
状
態
で
し
た
が
奇
跡
的
に
佐
世

保
に
帰
投
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。帰
投
の
後
に
艦
内
捜
索
を
行
う
と

前
方
部
の
第
一
弾
薬
庫
か
ら
三
名
の
御

遺
体
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
三
名

は
艦
の
沈
没
を
防
ぐ
た
め
自
ら
の
退
路

を
断
ち
第
一
弾
薬
庫
を
内
部
か
ら
閉

鎖
し
て
防
水
処
置
を
行
っ
た
の
で
す
。

こ
の
防
水
処
置
を
行
っ
た
三
柱
の
う
ち

二
柱
の
お
名
前
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

一
人
は
江
藤
虎
蔵
命
。も
う
お
一
方
は
、

國
場
勇
命
。そ
の
苗
字
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
沖
縄
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
方
で

す
。こ
の
他
に
も
多
く
の
将
兵
の
挺
身

に
よ
り
涼
月
は
生
存
者
た
ち
と
と
も
に

帰
投
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。同
じ
く

こ
の
海
戦
か
ら
生
還
し
た
同
型
艦
の
冬

月
は「
ワ
レ
冬
月
、涼
月
何
処
ニ
ア
リ
ヤ
」

と
涼
月
救
援
の
為
自
艦
の
位
置
が
敵
に

発
見
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
無
電
の
電
鍵
を
叩
き
続
け
、
九
州
の

各
部
隊
に
対
し
涼
月
の
捜
索
と
援
護
を

要
請
し
て
い
ま
す
。戦
後
こ
の
二
隻
は

北
九
州
の
地
に
お
い
て
、
日
英
同
盟
華

や
か
し
き
頃
の
大
正
の
御
代
に
地
中
海

に
て
船
団
護
衛
を
行
っ
た
駆
逐
艦
柳
と

共
に
港
を
波
風
か
ら
守
る
役
目
を
も
つ

防
波
堤（
通
称
軍
艦
防
波
堤
）と
な
り
祖

国
復
興
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。尚
、
那
須

戦
争
博
物
館
に
は
冬
月
の
軍
艦
旗
が
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
雪
風
】不
死
身
の
駆
逐
艦

　駆
逐
艦
雪
風
は
大
和
沈
没
後
も
尚
、沖

縄
突
入
を
諦
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、作
戦

が
中
止
と
な
る
と
生
存
者
六
百
名
以
上

を
救
出
し
佐
世
保
に
帰
投
し
ま
し
た
。そ

の
後
は
舞
鶴
に
て
初
霜
と
共
に
本
土
決

戦
の
為
温
存
さ
れ
、終
戦
時
も
航
行
可
能

で
し
た
。終
戦
後
は
復
員
輸
送
船
と
し
て

一
万
三
千
名
以
上
の
将
兵
を
本
土
に
運

び
ま
し
た
。余
談
で
す
が
こ
の
中
に
は
水

木
し
げ
る
氏
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の

後
は
戦
時
賠
償
艦
と
し
て
中
華
民
国
に

引
き
渡
さ
れ
名
を「
丹
陽
」と
変
え
昭
和

三
十
年
代
ま
で
現
役
で
し
た
。我
が
国
で

も
雪
風
の
返
還
運
動
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
後
は
台
湾
で
解
体
さ
れ
そ
の
生
涯
を

終
え
ま
し
た
。尚
、
江
田
島
の
海
上
自
衛

隊
第
一
術
科
学
校（
海
軍
兵
学
校
）に
は

昭
和
四
十
六
年
に
返
還
さ
れ
た
雪
風
の

舵
輪
と
艦
内
時
計
が
教
育
参
考
館
に
、錨

が
屋
外
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
坊
ノ
岬
沖
海
戦
に
直
接
参
戦
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
潜
水
艦
か
ら
第
一
遊

撃
部
隊
を
守
る
為
の
前
路
掃
討
を
担
当
し

た
海
防
艦
志
賀
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
志
賀
】初
陣
で
戦
果
を
あ
げ
る

　海
防
艦
志
賀
は
当
時
竣
工
直
後
で

あ
っ
た
為
、
訓
練
隊
に
属
し
て
い
ま
し

た
が
、
第
一
遊
撃
部
隊
の
出
撃
が
決
ま

る
と
僚
艦
や
零
式
水
偵
と
共
に
前
路
掃

蕩
を
行
い
、
敵
潜
水
艦
一
隻
を
撃
沈
し

ま
し
た
。『
海
防
艦
戦
記
』よ
り
。戦
後
は

掃
海
艦
、
対
馬
海
峡
連
絡
船
等
を
経
て

海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
こ
じ
ま
と
名
前

を
変
え
、
昭
和
四
十
年
に
解
役
に
な
る

ま
で
我
が
国
の
海
上
保
安
の
一
端
を
担

い
ま
し
た
。そ
の
後
は
千
葉
市
に
払
い

下
げ
ら
れ
海
洋
公
民
館
と
し
て
余
生
を

送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
年
に
解

体
さ
れ
ま
し
た
。現
在
で
は
千
葉
市
稲

毛
区
の
高
洲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
錨

と
艦
橋
内
部
に
あ
っ
た
各
種
航
海
器
具

が
、
那
須
戦
争
博
物
館
に
は
艦
首
や
舵

が
切
り
取
ら
れ
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　陸
戦
の
記
憶
と
い
う
の
は
比
較
的

容
易
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。又
英

霊
の
玉
骨
収
集
も
進
ん
で
い
る
た
め
、

ご
遺
族
に
玉
骨
や
遺
品
を
お
返
し
で

き
る
機
会
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。し

か
し
な
が
ら
海
原
に
沈
む
海
戦
の
記

憶
を
直
接
拝
す
る
の
は
な
か
な
か
難

し
い
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。今
回
紹
介
し

た
艦
艇
は
生
還
を
果
た
し
た
艦
艇
で

す
が
、
そ
の
艦
上
で
は
将
兵
が
散
華

し
、
姉
妹
艦
の
多
く
も
海
歿
し
て
い
ま

す
。又
、
こ
れ
ら
の
艦
艇
は
多
く
の
同

胞
を
看
取
っ
て
き
た
時
代
の
証
人
で

も
あ
り
ま
す
。

　メ
デ
ィ
ア
は
印
象
に
残
る
艦
艇
ば

か
り
取
り
上
げ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

必
然
的
に
大
型
艦
艇
ば
か
り
有
名
に

な
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
大
型
艦
も

小
型
艦
艇
も
我
が
国
の
為
尽
く
さ
れ

た
事
実
に
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

こ
の
記
事
が
そ
の
よ
う
な
艦
艇
を

知
っ
て
い
た
だ
く
、
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
写
真
の
掲
載

を
快
諾
し
て
頂
き
ま
し
た
、
那
須
戦
争

博
物
館
の
皆
様
に
深
く
感
謝
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

初霜の錨（いかり）
雪風の錨
第一術科学校にはこの他に、戦艦大和ゆかりの
品や、軽巡矢矧の高角双眼鏡が展示されている。

志賀（こじま）の錨

志賀（こじま）の艦橋計器類 志賀（こじま）の舵　那須戦争博物館（転載禁止）

軍艦防波堤掲示板より（転載禁止） 冬月の軍艦旗　那須戦争博物館（転載禁止）

柳より冬月、涼月を見る 日本海軍が建造した駆逐艦の中で唯一地上で姿を見る事が出来る駆逐艦柳

文
責
　権
禰
宜 

関
口 

幹
久
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残
存
駆
逐
艦
の
そ
の
後

【
初
霜
】二
水
戦
最
後
の
旗
艦

　初
霜
は
残
存
艦
の
中
で
一
番
損
害

が
軽
微
で
あ
っ
た
為
、
海
戦
終
了
後
、

第
二
水
雷
戦
隊
の
將
旗
が
移
さ
れ
、
三

百
名
以
上
の
生
存
者
の
救
出
を
行
い

ま
し
た
。海
戦
後
の
四
月
二
十
日
に
は

初
霜
艦
上
で
第
二
水
雷
戦
隊
の
解
隊

式
が
行
わ
れ
、
こ
こ
に「
華
の
二
水
戦
」

と
謳
わ
れ
た
栄
光
の
第
二
水
雷
戦
隊

は
名
実
と
も
に
終
焉
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
後
は
京
都
府
宮
津
港
に
て
本
土

決
戦
に
備
え
る
も
七
月
三
十
日
の
宮

津
港
空
襲
の
際
に
触
雷
し
大
破
。最
後

は
完
全
な
る
沈
没
を
防
ぐ
た
め
獅
子

崎
に
て
擱
座
着
底
と
な
り
ま
し
た
。戦

後
初
霜
は
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
そ
の

主
錨
は
初
霜
の
軍
医
長
を
務
め
て
い

た
山
田
正
明
氏
が
も
ら
い
受
け
、
現
在

は
東
京
都
墨
田
区
に
あ
る
山
田
記
念

病
院
前
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
冬
月
・
涼
月
】永
久
の
月
の
絆

　残
存
艦
の
中
で
涼
月
は
満
身
創
痍
の

状
態
で
あ
り
、
い
つ
沈
ん
で
も
お
か
し

く
な
い
状
態
で
し
た
が
奇
跡
的
に
佐
世

保
に
帰
投
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。帰
投
の
後
に
艦
内
捜
索
を
行
う
と

前
方
部
の
第
一
弾
薬
庫
か
ら
三
名
の
御

遺
体
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
三
名

は
艦
の
沈
没
を
防
ぐ
た
め
自
ら
の
退
路

を
断
ち
第
一
弾
薬
庫
を
内
部
か
ら
閉

鎖
し
て
防
水
処
置
を
行
っ
た
の
で
す
。

こ
の
防
水
処
置
を
行
っ
た
三
柱
の
う
ち

二
柱
の
お
名
前
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

一
人
は
江
藤
虎
蔵
命
。も
う
お
一
方
は
、

國
場
勇
命
。そ
の
苗
字
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
沖
縄
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
方
で

す
。こ
の
他
に
も
多
く
の
将
兵
の
挺
身

に
よ
り
涼
月
は
生
存
者
た
ち
と
と
も
に

帰
投
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。同
じ
く

こ
の
海
戦
か
ら
生
還
し
た
同
型
艦
の
冬

月
は「
ワ
レ
冬
月
、涼
月
何
処
ニ
ア
リ
ヤ
」

と
涼
月
救
援
の
為
自
艦
の
位
置
が
敵
に

発
見
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
無
電
の
電
鍵
を
叩
き
続
け
、
九
州
の

各
部
隊
に
対
し
涼
月
の
捜
索
と
援
護
を

要
請
し
て
い
ま
す
。戦
後
こ
の
二
隻
は

北
九
州
の
地
に
お
い
て
、
日
英
同
盟
華

や
か
し
き
頃
の
大
正
の
御
代
に
地
中
海

に
て
船
団
護
衛
を
行
っ
た
駆
逐
艦
柳
と

共
に
港
を
波
風
か
ら
守
る
役
目
を
も
つ

防
波
堤（
通
称
軍
艦
防
波
堤
）と
な
り
祖

国
復
興
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。尚
、
那
須

戦
争
博
物
館
に
は
冬
月
の
軍
艦
旗
が
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
雪
風
】不
死
身
の
駆
逐
艦

　駆
逐
艦
雪
風
は
大
和
沈
没
後
も
尚
、沖

縄
突
入
を
諦
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、作
戦

が
中
止
と
な
る
と
生
存
者
六
百
名
以
上

を
救
出
し
佐
世
保
に
帰
投
し
ま
し
た
。そ

の
後
は
舞
鶴
に
て
初
霜
と
共
に
本
土
決

戦
の
為
温
存
さ
れ
、終
戦
時
も
航
行
可
能

で
し
た
。終
戦
後
は
復
員
輸
送
船
と
し
て

一
万
三
千
名
以
上
の
将
兵
を
本
土
に
運

び
ま
し
た
。余
談
で
す
が
こ
の
中
に
は
水

木
し
げ
る
氏
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の

後
は
戦
時
賠
償
艦
と
し
て
中
華
民
国
に

引
き
渡
さ
れ
名
を「
丹
陽
」と
変
え
昭
和

三
十
年
代
ま
で
現
役
で
し
た
。我
が
国
で

も
雪
風
の
返
還
運
動
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
後
は
台
湾
で
解
体
さ
れ
そ
の
生
涯
を

終
え
ま
し
た
。尚
、
江
田
島
の
海
上
自
衛

隊
第
一
術
科
学
校（
海
軍
兵
学
校
）に
は

昭
和
四
十
六
年
に
返
還
さ
れ
た
雪
風
の

舵
輪
と
艦
内
時
計
が
教
育
参
考
館
に
、錨

が
屋
外
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
坊
ノ
岬
沖
海
戦
に
直
接
参
戦
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
潜
水
艦
か
ら
第
一
遊

撃
部
隊
を
守
る
為
の
前
路
掃
討
を
担
当
し

た
海
防
艦
志
賀
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
志
賀
】初
陣
で
戦
果
を
あ
げ
る

　海
防
艦
志
賀
は
当
時
竣
工
直
後
で

あ
っ
た
為
、
訓
練
隊
に
属
し
て
い
ま
し

た
が
、
第
一
遊
撃
部
隊
の
出
撃
が
決
ま

る
と
僚
艦
や
零
式
水
偵
と
共
に
前
路
掃

蕩
を
行
い
、
敵
潜
水
艦
一
隻
を
撃
沈
し

ま
し
た
。『
海
防
艦
戦
記
』よ
り
。戦
後
は

掃
海
艦
、
対
馬
海
峡
連
絡
船
等
を
経
て

海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
こ
じ
ま
と
名
前

を
変
え
、
昭
和
四
十
年
に
解
役
に
な
る

ま
で
我
が
国
の
海
上
保
安
の
一
端
を
担

い
ま
し
た
。そ
の
後
は
千
葉
市
に
払
い

下
げ
ら
れ
海
洋
公
民
館
と
し
て
余
生
を

送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
年
に
解

体
さ
れ
ま
し
た
。現
在
で
は
千
葉
市
稲

毛
区
の
高
洲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
錨

と
艦
橋
内
部
に
あ
っ
た
各
種
航
海
器
具

が
、
那
須
戦
争
博
物
館
に
は
艦
首
や
舵

が
切
り
取
ら
れ
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　陸
戦
の
記
憶
と
い
う
の
は
比
較
的

容
易
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。又
英

霊
の
玉
骨
収
集
も
進
ん
で
い
る
た
め
、

ご
遺
族
に
玉
骨
や
遺
品
を
お
返
し
で

き
る
機
会
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。し

か
し
な
が
ら
海
原
に
沈
む
海
戦
の
記

憶
を
直
接
拝
す
る
の
は
な
か
な
か
難

し
い
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。今
回
紹
介
し

た
艦
艇
は
生
還
を
果
た
し
た
艦
艇
で

す
が
、
そ
の
艦
上
で
は
将
兵
が
散
華

し
、
姉
妹
艦
の
多
く
も
海
歿
し
て
い
ま

す
。又
、
こ
れ
ら
の
艦
艇
は
多
く
の
同

胞
を
看
取
っ
て
き
た
時
代
の
証
人
で

も
あ
り
ま
す
。

　メ
デ
ィ
ア
は
印
象
に
残
る
艦
艇
ば

か
り
取
り
上
げ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

必
然
的
に
大
型
艦
艇
ば
か
り
有
名
に

な
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
大
型
艦
も

小
型
艦
艇
も
我
が
国
の
為
尽
く
さ
れ

た
事
実
に
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

こ
の
記
事
が
そ
の
よ
う
な
艦
艇
を

知
っ
て
い
た
だ
く
、
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
写
真
の
掲
載

を
快
諾
し
て
頂
き
ま
し
た
、
那
須
戦
争

博
物
館
の
皆
様
に
深
く
感
謝
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

初霜の錨（いかり）
雪風の錨
第一術科学校にはこの他に、戦艦大和ゆかりの
品や、軽巡矢矧の高角双眼鏡が展示されている。

志賀（こじま）の錨

志賀（こじま）の艦橋計器類 志賀（こじま）の舵　那須戦争博物館（転載禁止）

軍艦防波堤掲示板より（転載禁止） 冬月の軍艦旗　那須戦争博物館（転載禁止）

柳より冬月、涼月を見る 日本海軍が建造した駆逐艦の中で唯一地上で姿を見る事が出来る駆逐艦柳
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　拝
殿
か
ら
聞
こ
え
る
神
職
の
祝
詞
の
声
。絶

え
る
事
の
無
い
賽
銭
箱
前
で
の
柏
手
の
音
、
威

勢
の
い
い
出
店
業
者
の
呼
び
込
み
の
声
、
幾
重

に
も
重
な
っ
た
み
く
じ
が
サ
ヤ
サ
ヤ
と
風
に
揺

ら
ぐ
音
、そ
し
て
、そ
こ
か
し
こ
か
ら
聞
こ
え
る

笑
い
声
。今
年
も
当
社
は
平
穏
無
事
に
お
正
月

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。正
月
三
が
日

で
の
参
拝
者
数
は
約
二
十
七
万
人
。こ
れ
は
統

計
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
二
番
目
に
多
い

人
数
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
二
十
七
万
人
の
内
、

多
く
の
方
が
御
祭
神
の
子
孫
或
い
は
地
域
・
職

業
・
学
校
な
ど
の
後
輩
に
あ
た
ら
れ
ま
す
の
で

御
祭
神
も
可
愛
い
御
子
孫
・
後
輩
の
皆
様
が
年

の
初
め
に
ま
ず
護
国
神
社
に
ご
挨
拶
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
事
、
大
変
お
喜
び
の
事
と
ご
拝

察
申
し
上
げ
ま
す
。又
そ
の
他
の
諸
行
事
に
目

を
移
し
ま
す
と
好
評
を
頂
い
て
い
る
七
五
三
無

料
着
付
け
も
増
加
、
お
正
月
の
献
灯
も
微
増
。さ

ら
に
節
分
祭
は
日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
相
ま
っ

て
例
年
の
三
倍
以
上
の
方
に
お
集
ま
り
頂
け
ま

し
た
。恂
に
祝
着
の
極
み
に
存
じ
ま
す
。し
か
し

な
が
ら
こ
れ
を
手
放
し
に
喜
べ
る
か
と
言
わ
れ

た
ら
、「
さ
に
あ
ら
ず
」と
申
し
上
げ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。確
か
に
こ
の
よ
う
な
面
を
見
ま
す
と
護

国
神
社
は
安
泰
で
し
ょ
う
。し
か
し
な
が
ら
昭

和
四
十
年
代
に
は
六
千
人
以
上
の
方
が
参
拝
に

な
ら
れ
た
春
秋
の
大
祭
の
参
列
者
は
現
在
百
二

十
名
前
後
と
五
十
分
の
一
程
度
に
な
っ
て
い
ま

す
。又
、
最
盛
期（
昭
和
五
十
年
代
）で
は
年
間
三

百
六
十
件
以
上
奉
仕
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
結

婚
式
も
現
在
で
は
年
間
で
一
件
あ
る
か
な
い
か

と
い
う
現
状
で
す
。

　か
つ
て
靖
國
神
社
第
六
代
宮
司
松
平
永
芳
翁

は
平
成
元
年
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
秋
季
例
大

祭
・
御
創
立
百
二
十
年
記
念
大
祭
・
昭
和
大
修

築
竣
工
奉
祝
大
祭
と
い
う
三
つ
の
大
祭
の
後
に

か
く
の
ご
と
き
見
解
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
今
日
此
の
頃
が
戦
前
戦
後
世
代
交
代
の
節
目
で

あ
り
、果
た
し
て
此
の
や
う
な
大
き
な
神
社
が
正

し
く
伝
統
を
守
り
つ
ゝ
維
持
経
営
し
て
い
け
る

か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
り
、
祝
典
を
芽
出
度
し
、

芽
出
度
し
と
許
り
は
言
つ
て
居
ら
れ
ず
、今
日
が

当
神
社
苦
難
の
門
出
で
あ
る
。」（
原
文
マ
マ
※
）

と
。こ
の
昭
和
大
修
築
に
あ
た
っ
て
は
各
界
よ
り

実
に
十
六
億
八
千
円
以
上
の
ご
奉
賛
が
あ
っ
た

と
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

松
平
宮
司
は「
苦
難
の
門
出
で
あ
る
」。そ
の
よ
う

に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。沖
縄
県
護
国
神
社
奉

仕
者
一
同
も
正
月
の
参
拝
が
多
く
な
っ
た
と
手

放
し
で
喜
ぶ
の
で
は
な
く
、年
の
初
め
の
一
日
目

こ
そ
新
た
な
る
苦
難
の
門
出
の
第
一
日
で
あ
る
と

常
に
心
に
命
じ
、ど
う
す
れ
ば
正
し
い
形
で
境
内

の
護
持
を
行
え
る
か
、御
祭
神
の
思
い
を
未
来
永

劫
・
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
残
し
て
い
け
る
の

か
を
常
々
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
よ
う

に
決
意
を
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。さ
て
、
こ
の

よ
う
な
話
ば
か
り
書
い
て
い
ま
す
と
、当
社
の
安

泰
は
難
し
い
と
考
え
る
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
の
で
、最
後
に
私
が
昨
年
経
験
し
た
神
社
護
持

に
関
す
る
明
る
い
話
を
書
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　昨
年
令
和
六
年
は
元
寇（
文
永
の
役
）よ
り
七

百
五
十
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。こ
の
時
に
対

馬
に
お
い
て
僅
か
八
十
騎
で
元
軍
一
千
人
に
立

ち
向
か
わ
れ
た
將
が
い
ま
す
。名
は
宗
右
馬
允

助
國
公
。公
は
後
世
に
お
い
て
佐
須
の
軍
神
と

称
え
ら
れ
る
活
躍
を
す
る
も
最
後
は
儚
く
も
お

討
ち
死
に
さ
れ
対
馬
も
元
軍
の
手
に
落
ち
ま
し

た
。し
か
れ
ど
も
住
人
は
郷
土
を
守
ろ
う
と
獅

子
奮
迅
の
戰
を
さ
れ
た
公
や
戦
歿
者
の
遺
徳
を

忘
れ
ず
戰
の
後
に
祠
を
建
立
。そ
の
後
宗
家
の

命
に
よ
り
祠
は
師
大
明
神
と
な
り
、
明
治
の
御

代
に
な
り
て
は
小
茂
田
浜
神
社
と
名
を
変
え
今

に
続
い
て
い
ま
す
。こ
の
小
茂
田
浜
神
社
で
執

り
行
わ
れ
た
元
寇
七
百
五
十
年
祭
で
は
二
日
間

で
の
べ
二
千
五
百
人
の
方
が
足
を
運
ば
れ
た
と

の
事
で
す
。神
社
が
鎮
座
す
る
小
茂
田
や
小
茂

田
浜
地
区
の
人
口
が
二
百
人
ほ
ど
で
す
の
で
そ

の
盛
況
さ
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。私
は
残
念

な
が
ら
祭
典
当
日
に
は
対
馬
に
渡
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
後
日
対
馬
を
訪
れ
た
際
に
そ
の
盛
況

ぶ
り
を
地
元
の
方
か
ら
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。そ
の
折
に
小
茂
田
浜
神
社
の
周
囲
に
点
在

す
る
助
國
公
の
首
塚
な
ど
計
四
か
所
の
塚
を
拝

し
ま
し
た
が
、
そ
の
全
て
に
お
供
え
物
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
の
を
見
て
地
元
の
方
の
崇
敬
の
念

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。顧
み
る
に
沖
縄
も
対

馬
も
規
模
の
差
こ
そ
あ
れ
同
じ
地
上
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
地
で
ご
ざ
い
ま
す
。対
馬
の
方
が

七
百
五
十
年
前
の
元
寇
で
郷
土
防
衛
の
大
義
に

殉
じ
ら
れ
た
御
祭
神
を
思
う
気
持
ち
も
、
沖
縄

の
人
が
八
十
年
前
の
沖
縄
戦
、
或
い
は
日
清
日

露
戦
争
以
来
の
国
難
に
殉
ぜ
ら
た
御
祭
神
を
思

う
気
持
ち
も
根
は
同
じ
も
の
で
あ
る
は
ず
で

す
。で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
こ
に
一
縷
の
光
明
を
見

出
す
事
が
出
来
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
そ
の
光

明
は
漫
然
と
何
も
し
な
け
れ
ば
い
つ
か
は
消
え

て
な
く
な
る
事
で
し
ょ
う
。こ
の
光
明
を
確
固

た
る
も
の
と
し
次
の
世
代
に
、
そ
の
次
の
世
代

に
幾
久
し
く
も
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
節
目

節
目
ご
と
に
浮
か
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く

常
に「
今
日
は
苦
難
の
門
出
で
あ
る
」そ
う
思
い

日
々
過
ご
す
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
た
次
第
で

す
。御
遺
族
・
御
崇
敬
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
こ
の
か
細
い
光
明
を
護
る
為
何
卒
旧
に
倍

し
ま
し
て
お
力
添
え
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

戦
後
八
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

※
社
報
靖
國
　平
成
二
年
　十
二
月
号
よ
り
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め
で
た

い
く
さ
だ
い
み
ょ
う
じ
ん

い
く
さ
が
み

そ
う
う
ま
の
じ
ょ
う

す
け
く
に

節分祭
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FC 琉球OKINAWA　必勝祈願祭
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　拝
殿
か
ら
聞
こ
え
る
神
職
の
祝
詞
の
声
。絶

え
る
事
の
無
い
賽
銭
箱
前
で
の
柏
手
の
音
、
威

勢
の
い
い
出
店
業
者
の
呼
び
込
み
の
声
、
幾
重

に
も
重
な
っ
た
み
く
じ
が
サ
ヤ
サ
ヤ
と
風
に
揺

ら
ぐ
音
、そ
し
て
、そ
こ
か
し
こ
か
ら
聞
こ
え
る

笑
い
声
。今
年
も
当
社
は
平
穏
無
事
に
お
正
月

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。正
月
三
が
日

で
の
参
拝
者
数
は
約
二
十
七
万
人
。こ
れ
は
統

計
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
二
番
目
に
多
い

人
数
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
二
十
七
万
人
の
内
、

多
く
の
方
が
御
祭
神
の
子
孫
或
い
は
地
域
・
職

業
・
学
校
な
ど
の
後
輩
に
あ
た
ら
れ
ま
す
の
で

御
祭
神
も
可
愛
い
御
子
孫
・
後
輩
の
皆
様
が
年

の
初
め
に
ま
ず
護
国
神
社
に
ご
挨
拶
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
事
、
大
変
お
喜
び
の
事
と
ご
拝

察
申
し
上
げ
ま
す
。又
そ
の
他
の
諸
行
事
に
目

を
移
し
ま
す
と
好
評
を
頂
い
て
い
る
七
五
三
無

料
着
付
け
も
増
加
、
お
正
月
の
献
灯
も
微
増
。さ

ら
に
節
分
祭
は
日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
相
ま
っ

て
例
年
の
三
倍
以
上
の
方
に
お
集
ま
り
頂
け
ま

し
た
。恂
に
祝
着
の
極
み
に
存
じ
ま
す
。し
か
し

な
が
ら
こ
れ
を
手
放
し
に
喜
べ
る
か
と
言
わ
れ

た
ら
、「
さ
に
あ
ら
ず
」と
申
し
上
げ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。確
か
に
こ
の
よ
う
な
面
を
見
ま
す
と
護

国
神
社
は
安
泰
で
し
ょ
う
。し
か
し
な
が
ら
昭

和
四
十
年
代
に
は
六
千
人
以
上
の
方
が
参
拝
に

な
ら
れ
た
春
秋
の
大
祭
の
参
列
者
は
現
在
百
二

十
名
前
後
と
五
十
分
の
一
程
度
に
な
っ
て
い
ま

す
。又
、
最
盛
期（
昭
和
五
十
年
代
）で
は
年
間
三

百
六
十
件
以
上
奉
仕
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
結

婚
式
も
現
在
で
は
年
間
で
一
件
あ
る
か
な
い
か

と
い
う
現
状
で
す
。

　か
つ
て
靖
國
神
社
第
六
代
宮
司
松
平
永
芳
翁

は
平
成
元
年
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
秋
季
例
大

祭
・
御
創
立
百
二
十
年
記
念
大
祭
・
昭
和
大
修

築
竣
工
奉
祝
大
祭
と
い
う
三
つ
の
大
祭
の
後
に

か
く
の
ご
と
き
見
解
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
今
日
此
の
頃
が
戦
前
戦
後
世
代
交
代
の
節
目
で

あ
り
、果
た
し
て
此
の
や
う
な
大
き
な
神
社
が
正

し
く
伝
統
を
守
り
つ
ゝ
維
持
経
営
し
て
い
け
る

か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
り
、
祝
典
を
芽
出
度
し
、

芽
出
度
し
と
許
り
は
言
つ
て
居
ら
れ
ず
、今
日
が

当
神
社
苦
難
の
門
出
で
あ
る
。」（
原
文
マ
マ
※
）

と
。こ
の
昭
和
大
修
築
に
あ
た
っ
て
は
各
界
よ
り

実
に
十
六
億
八
千
円
以
上
の
ご
奉
賛
が
あ
っ
た

と
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

松
平
宮
司
は「
苦
難
の
門
出
で
あ
る
」。そ
の
よ
う

に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。沖
縄
県
護
国
神
社
奉

仕
者
一
同
も
正
月
の
参
拝
が
多
く
な
っ
た
と
手

放
し
で
喜
ぶ
の
で
は
な
く
、年
の
初
め
の
一
日
目

こ
そ
新
た
な
る
苦
難
の
門
出
の
第
一
日
で
あ
る
と

常
に
心
に
命
じ
、ど
う
す
れ
ば
正
し
い
形
で
境
内

の
護
持
を
行
え
る
か
、御
祭
神
の
思
い
を
未
来
永

劫
・
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
残
し
て
い
け
る
の

か
を
常
々
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
よ
う

に
決
意
を
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。さ
て
、
こ
の

よ
う
な
話
ば
か
り
書
い
て
い
ま
す
と
、当
社
の
安

泰
は
難
し
い
と
考
え
る
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
の
で
、最
後
に
私
が
昨
年
経
験
し
た
神
社
護
持

に
関
す
る
明
る
い
話
を
書
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　昨
年
令
和
六
年
は
元
寇（
文
永
の
役
）よ
り
七

百
五
十
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。こ
の
時
に
対

馬
に
お
い
て
僅
か
八
十
騎
で
元
軍
一
千
人
に
立

ち
向
か
わ
れ
た
將
が
い
ま
す
。名
は
宗
右
馬
允

助
國
公
。公
は
後
世
に
お
い
て
佐
須
の
軍
神
と

称
え
ら
れ
る
活
躍
を
す
る
も
最
後
は
儚
く
も
お

討
ち
死
に
さ
れ
対
馬
も
元
軍
の
手
に
落
ち
ま
し

た
。し
か
れ
ど
も
住
人
は
郷
土
を
守
ろ
う
と
獅

子
奮
迅
の
戰
を
さ
れ
た
公
や
戦
歿
者
の
遺
徳
を

忘
れ
ず
戰
の
後
に
祠
を
建
立
。そ
の
後
宗
家
の

命
に
よ
り
祠
は
師
大
明
神
と
な
り
、
明
治
の
御

代
に
な
り
て
は
小
茂
田
浜
神
社
と
名
を
変
え
今

に
続
い
て
い
ま
す
。こ
の
小
茂
田
浜
神
社
で
執

り
行
わ
れ
た
元
寇
七
百
五
十
年
祭
で
は
二
日
間

で
の
べ
二
千
五
百
人
の
方
が
足
を
運
ば
れ
た
と

の
事
で
す
。神
社
が
鎮
座
す
る
小
茂
田
や
小
茂

田
浜
地
区
の
人
口
が
二
百
人
ほ
ど
で
す
の
で
そ

の
盛
況
さ
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。私
は
残
念

な
が
ら
祭
典
当
日
に
は
対
馬
に
渡
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
後
日
対
馬
を
訪
れ
た
際
に
そ
の
盛
況

ぶ
り
を
地
元
の
方
か
ら
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。そ
の
折
に
小
茂
田
浜
神
社
の
周
囲
に
点
在

す
る
助
國
公
の
首
塚
な
ど
計
四
か
所
の
塚
を
拝

し
ま
し
た
が
、
そ
の
全
て
に
お
供
え
物
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
の
を
見
て
地
元
の
方
の
崇
敬
の
念

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。顧
み
る
に
沖
縄
も
対

馬
も
規
模
の
差
こ
そ
あ
れ
同
じ
地
上
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
地
で
ご
ざ
い
ま
す
。対
馬
の
方
が

七
百
五
十
年
前
の
元
寇
で
郷
土
防
衛
の
大
義
に

殉
じ
ら
れ
た
御
祭
神
を
思
う
気
持
ち
も
、
沖
縄

の
人
が
八
十
年
前
の
沖
縄
戦
、
或
い
は
日
清
日

露
戦
争
以
来
の
国
難
に
殉
ぜ
ら
た
御
祭
神
を
思

う
気
持
ち
も
根
は
同
じ
も
の
で
あ
る
は
ず
で

す
。で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
こ
に
一
縷
の
光
明
を
見

出
す
事
が
出
来
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
そ
の
光

明
は
漫
然
と
何
も
し
な
け
れ
ば
い
つ
か
は
消
え

て
な
く
な
る
事
で
し
ょ
う
。こ
の
光
明
を
確
固

た
る
も
の
と
し
次
の
世
代
に
、
そ
の
次
の
世
代

に
幾
久
し
く
も
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
節
目

節
目
ご
と
に
浮
か
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く

常
に「
今
日
は
苦
難
の
門
出
で
あ
る
」そ
う
思
い

日
々
過
ご
す
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
た
次
第
で

す
。御
遺
族
・
御
崇
敬
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
こ
の
か
細
い
光
明
を
護
る
為
何
卒
旧
に
倍

し
ま
し
て
お
力
添
え
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

戦
後
八
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

※
社
報
靖
國
　平
成
二
年
　十
二
月
号
よ
り

文
責
　権
禰
宜 

関
口 

幹
久

ル
ビ
は
引
用
者
に
よ
る

め
で
た

い
く
さ
だ
い
み
ょ
う
じ
ん

い
く
さ
が
み

そ
う
う
ま
の
じ
ょ
う

す
け
く
に

節分祭

鳳山紅毛港保安堂　幟奉納 正月助勤者　安全祈願祭

FC 琉球OKINAWA　必勝祈願祭

琉球風車　エイサー奉納演舞 餅つき （那覇市青年会議所主催）

大晦日

七五三　玉串拝礼
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5
ɹ
੩
ྶ
ไ
ࢍ
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

6
ɹ
੩
Ԭ
ͷ
ౝ
Қ
ྶ
ɹࡇ
ٶ
࢘
ࢀ
ྻ

6
ɹ


ӳ
ྶ
ͷ
ౝ
Қ
ྶ
ɹࡇ
ٶ
࢘
ࢀ
ྻ

6
ɹ
Ԭ
ࢁ
ݝ
Ҩ

࿈
ɹໍ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

8
ɹ
ԭ
ೄ
ủ
ߕ
൹
ͷ
ౝ
Ứ
Қ
ྶ
८
ഈ
ஂ

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

9
ɹ
ॅ
٢
ਆ
ࣾ
ྫ
ɹࡇ
ٶ
࢘
ไ


10
ɹ
ੈ
࣋
ਆ
ࣾ
ྫ
ɹࡇ
ٶ
࢘
ࢀ
ྻ

10
ɹ

࡚
ݝ
࿈
߹
Ҩ

ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

10
ɹ

࡚
ͷ
ౝ

ౣ
ɹࣜ
ٶ
࢘
ࢀ
ྻ

10
ɹ
Ѫ

ݝ
Ҩ

࿈
߹
ձɹ
ࣗ
༝
ࢀ
ഈ

12
ɹ
ಢ

ݝ
Ҩ

࿈
߹
ձɹ
ࣗ
༝
ࢀ
ഈ

社務
日誌抄
令和6年４月～
令和7年3月
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13
ɹ
܈
അ
ݝ
Ҩ

ͷ
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

13
ɹ
ࠤ
լ
ݝ
Ҩ

ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

14
ɹ
;
͘
͠
·
ͷ
ౝ
Қ
ྶ
ɹࡇ
ٶ
࢘
ไ


14
ɹ
܈
അ
೭
ౝ
Қ
ྶ
ɹࡇ
ࣄ

ہ

ࢀ
ྻ

14
ɹ

ౡ
ݝ
Ҩ

ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

14
ɹ

ౡ
ݝ
Ҩ

ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

14
ɹ
ذ
ෞ
ݝ
Ҩ

ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

16
ɹ
ಸ
ྑ
ݝ
Ҩ

ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

17
ɹ
J
Y
M
A

ຊ
੨

Ҩ
ࠎ
ऩ
ू
ஂ

ɹ
ɹ
ɹ

 

ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

17
ɹ
ԭ
ೄ
ݝ
Ḧ

ಓ
ڠ
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

17
ɹ
ͻ
Ή
͔
͍
ͷ
ౝ

ౣ
ࣜ
ٶ
࡚
ݝ
ࢀ
ྻ
ஂ

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

17
ɹ
ߴ

ݝ
Ҩ

ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

17
ɹ
৽
ׁ
ͷ
ౝ
ไ
ࢍ
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

18
ɹ
ͻ
Ή
͔
͍
ͷ
ౝ
Қ
ྶ
ࡇ

ɹ
ɹ
ɹ
ࣄ

ہ

ࢀ
ྻ

18
ɹ

ࠤ
ͷ
ౝ
Қ
ྶ
ɹࡇ
ٶ
࢘
ไ


19
ɹ
Ἒ

ݝ
Ҩ

࿈
߹
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

21
ɹ
ฌ
ݿ
ݝ
Ҩ

ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

23
ɹ
新
嘗
祭

23
ɹ
ಙ
ౡ
ݝ
Ҩ

ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

24
ɹ
࡛
ۄ
ݝ
Ҩ

࿈
߹
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

25
ɹ
ਆ
ಸ

ݝ
Ҩ

ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

26
ɹ
খ


Ҭ
ৼ
ڵ
ձ
ͷ
ू
ɹ͍
ٶ
࢘
ग़
੮

27
ɹ
ٶ
㟒
ਆ
ٶ
৬
һ
ཱྀ
ߦ
ớ
Ұ
൝
Ờ

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

12
月

4
ɹ
ٶ
㟒
ਆ
ٶ
৬
һ
ཱྀ
ߦ
ớ
ೋ
൝
Ờ

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

10
ɹ
ਆ
ಓ

࣏
࿈
ໍ
ژ


ຊ
෦

ɹ
ɹ
ɹ
ࣗ
༝
ࢀ
ഈɹ

16
ɹ

भ

۠
ޢ
ᅳ
ਆ
ࣾ
ٶ
࢘
။

ɹ
ɹ
ɹ
ٶ
࢘
ग़
੮ɹ
Ỗ
18


18
ɹ
ফ

܇
࿅

26
ɹ
神
符
守
札
清
祓
並
び
に
助
勤
者
安
全

　
　
　
祈
願
祭

31
ɹ
大
祓
式
・
除
夜
祭

1
月

1
ɹ
歳
旦
祭

3
ɹ
元
始
祭

4
ɹ
ླྀ
ٿ
෩
ं
Τ
Π
α
ồ
ไ
ೲ
ԋ


5
ɹ
ಹ

੨

ձ
ٞ
ॴɹ
ṷ
ͭ
͖
ไ


8
ɹ
ؠ
ख
ݝ
Ҩ

࿈
߹
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

10
ɹ
։
ೆ
খ
ֶ
ɹߍ
ࣗ
༝
ࢀ
ഈ

15
ɹ
神
符
守
札
焼
納
祭

16
ɹ
ᢕ
ᖯɹ

ࢁ
ߚ
ໟ
ߓ
อ
҆
ಊ

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈɹ
ች
ไ
ೲ

18
ɹ
શ
ࠃ
ࢯ
ࢠ
੨

ڠ
ٞ
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

18
ɹ
ߤ
ۭ
ࣗ
Ӵ
ୂ
ಹ

ج

ଠ
ޑ
෦

ɹ
ɹ
ɹ
ޑ
෩ɹ
ไ
ೲ
ԋ


19
ɹ

౷
จ
Խ
ڠ
ձ
ਗ਼
ࡩ
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

20
ɹ
ઓ
ᓦ
ऀ
Қ
ྶ
ͷ
။ɹ
ᓎ
֗
ಓ

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

22
ɹ

ָ
খ
ޑ
ํ
େ

ྲྀ
े

ੈ
फ
Ո

ɹ
ɹ
ɹ
େ

ݯ
࣍

ɹ༷
ࣗ
༝
ࢀ
ഈ

24
ɹ
۽
ຊ
ݝ
Ҩ

࿈
߹
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

24
ɹ
খ

த
ֶ
ɹߍ
ࣗ
༝
ࢀ
ഈ

29
ɹ


ݝ
Ҩ

ձɹ
ԭ
ೄ
ủ
৴
ೱ
ͷ
ౝ
Ứ

ɹ
ɹ
ɹ
Қ
ྶ
८
ഈ
ɹஂ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

2
月

1
ɹ

Վ
ࢁ
ݝ
Ҩ

࿈
߹
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

2
ɹ
節
分
祭

3
ɹ
ԭ
ೄ
ژ

ͷ
ౝ
ไ
ࢍ
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

3
ɹ
ԭ
ೄ
ژ

ͷ
ౝ
ไ
ࢍ
ձ
ه
೦
ࣜ
య

ɹ
ɹ
ɹ
ٶ
࢘
ࢀ
ྻ

4
ɹ
ԭ
ೄ
ژ

ͷ
ౝ
Қ
ྶ
ɹࡇ
ٶ
࢘
ࢀ
ྻ

5
ɹ
େ
ࡕ

Ҩ

࿈
߹
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

6
ɹ
ͳ
ʹ
Θ
ͷ
ౝ
Қ
ྶ
ࡇ

ɹ
ɹ
ɹ
લ
ݪ
ݖ
ṙ
ٓ
ไ


6
ɹ
ᅳ
ላ
Ӄ
େ
ላ

্
ڝ
ٕ
෦
ओ
ক

ɹ
ɹ
ɹ
্
ݪ
ླྀ
ᠳ
ɹ༷
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

6
ɹ
F 

C
ླྀ
ٿ
O
K
I
N
A
W
A

ɹ
ɹ
ɹ
ඞ
উ
ف
ئ
ࡇ

7
ɹ
ԭ
ೄ
ݝ
ਆ
ಓ
੨

ձɹ
ᜇ
ɾ

ํ
ྖ


ɹ
ɹ
ɹ
ฦ
ؐ
ف
ئ
ɹࡇ
ؔ
ޱ
ݖ
ṙ
ٓ
ࢀ
Ճ

7
ɹ
↋
ᅳ
ਆ
ࣾ
ਸ
ܟ
ไ
ࢍ
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

8
ɹ
ߐ
ށ
ઍ
Ո
ෆ
ന
ձ
ԭ
ೄ
ࢧ
෦

ɹ
ɹ
ɹ
ಹ

ࢢ
จ
Խ
ڠ
ձ

ಓ
෦ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

8
ɹ

ຊ

ࡋ
࢜
ձ
ԭ
ೄ
ݝ
ࢧ
෦ɹ

ࡇ

9
ɹ
ݝ
ཱ
۩
ࢤ

ߴ

ֶ
ɹߍ
༗
ࢤ
৬
һ

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

11
ɹ
紀
元
祭

17
ɹ
祈
年
祭

17
ɹ

Ҫ
០
ਆ
ࣾ
ኗ

Ҫ
ࢧ
෦ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

18
ɹ
ਆ
ಓ

࣏
࿈
ໍ

ౡ
ݝ
ຊ
෦

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

18
ɹ
J
Y
M
A

ຊ
੨

Ҩ
ࠎ
ऩ
ू
ஂ

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

19
ɹ

ౡ
ݝ
੨

ਆ
৬
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

20
ɹ
શ
ᅳ
ޢ
ᅳ
ਆ
ࣾ
။
੨

ਆ
৬
࣌
ہ
ର
ࡦ

ɹ
ɹ
ɹ

 

ݚ
म
ձɹ

࿊
ݖ
ṙ
ٓ
ࢀ
Ճɹ
Ỗ
21


20
ɹ
ື

ਆ
ɹࣾ
দ
Ҫ
ӳ
ೋ
ݖ
ṙ
ٓ

ɹ
ɹ
ɹ
ࣗ
༝
ࢀ
ഈ

20
ɹ
ਆ
ಓ

࣏
࿈
ໍ
େ
ࡕ

ຊ
෦

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

20
ɹ
ਆ
ಓ

࣏
࿈
ໍ
େ
ࡕ

ຊ
෦
ओ
࠵
ୈ
े
ࡾ
ճ

ɹ
ɹ
ɹ
ԭ
ೄ
ͳ
ʹ
Θ
ͷ
ౝ
Қ
ྶ
ɹࡇ
ٶ
࢘
ࢀ
ྻ

21
ɹ
શ
ࠃ
ι
ϩ
Ϟ
ϯ
ձ
ԭ
ೄ
ࣗ
ओ

ݣ
ୂ

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

23
ɹ
天
長
祭

25
ɹ
ࢁ
ས
ݝ
ਆ
ಓ
੨

ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

25
ɹ

भ

۠
ޢ
ᅳ
ਆ
ࣾ
။
৬
һ
ݚ
म
ձ

ɹ
ɹ
ɹ
લ
ݪ
ݖ
ṙ
ٓ
ࢀ
Ճɹ
Ỗ
26


26
ɹ
ԭ
ೄ
ߕ
൹
ͷ
ౝ
Қ
ྶ
ɹࡇ
ٶ
࢘
ࢀ
ྻ

28
ɹ
S
Y
D
Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
༑
ͷ
ձ

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

3
月

1
ɹ
S
Y
D
Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
༑
ͷ
ձ

ɹ
ɹ
ɹ
Ҩ
ࠎ
ऩ
ɹू
લ
ݪ
ݖ
ṙ
ٓ
ࢀ
Ճ

2
ɹ

ಓ
ཪ
ઍ
Ո
୶
ަ
ձ
ԭ
ೄ
ࢧ
෦

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

3
ɹ
S
Y
D
Ϙ
ϥ
ϯ
ςỹ
Ξ
༑
ͷ
ձ
Қ
ྶ
ࡇ

ɹ
ɹ
ɹ

୩
ṙ
ٓ
ɾ
લ
ݪ
ݖ
ṙ
ٓ
ไ


3
ɹ
શ
ᅳ
ޢ
ᅳ
ਆ
ࣾ
။
ٶ
࢘
။

ɹ
ɹ
ɹ
ٶ
࢘
ग़
੮

3
ɹ
ٶ

ݝ
ਆ
ಓ
੨

ڠ
ٞ
ձɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

8
ɹ
ਆ
ಓ

࣏
࿈
ໍ  

ऴ
ઓ
ീ
े

શ
ࠃ
ઓ
ᓦ
ऀ

ɹ
ɹ
ɹ
Қ
ྶ
  ࡇ

ٶ
࢘
ɾ
લ
ݪ
ɾ
ؔ
ޱ
྆
ݖ
ṙ
ٓ
ไ


11
ɹ
ୈ
े
Ұ
ճ
ࣾ
఼

Ӧ
ҕ
һ
ձ

16
ɹ
ද
ઍ
Ո
ಉ

ձ
ԭ
ೄ
ݝ
ࢧ
෦

ɹ
ɹ
ɹ
ਖ਼
ࣜ
ࢀ
ഈ

17
ɹ
ྩ




ୈ
ೋ
ճ



һ
ձ

20
ɹ
春
季
皇
霊
祭
遥
拝
式

23
ɹ
খ


Ҭ
ৼ
ڵ
ձ
ྑ
ԑ
ف
ئ
ࡇ

ɹ
ɹ
ɹ
ớ
ਆ
ࣾ
ί
ϯ
Ờ

　
辞
　
令

ݖ
ṙ
ٓ
ʹ

ͣ
Δ

ɹ
ྩ



࢛
݄
Ұ


ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

  ɹ
ɹ
ɹ

 

野
呂　
克
吏

ݖ
ṙ
ٓ
ʹ

ͣ
Δ

ɹ
ྩ

ࣣ

࢛
݄
Ұ


ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

  ɹ
ɹ

 ɹ
宮
﨑　
元
治

　
お
詫
び

͏
Ή
͍
ୈ
ࡾ
े
Ұ
߸
े
Ұ
ท
ไ
ೲ
ऀ
ޚ
๕
໊

ʹ
͓
͍
ͯ
ỏ
͓
໊
લ
ͷ
ޡ
ه
͕
͝
͟
͍
·
͠
ͨ
Ố

܈
അ
ݝ

Ԭ
ࢢ
ࡩ
Ҫ
ֶ
༷
ỏ
େ
ࡕ

Ἒ

ࢢ


ຊ

༷
ͱ
͋
Γ
·
͢
͕
ỏ
ਖ਼
֬
ʹ


܈
അ
ݝ

Ԭ
ࢢ
ࡩ
Ҫ
क
༷
ỏ
େ
ࡕ

Ἒ

ࢢ

த
ຊ

༷
Ͱ
͝
͟
͍
·
͢
Ố
͜
ͷ

ʹ
ͯ

͓

ͼ
ਃ
͠
্
͛
·
͢
Ố
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代
表
役
員
比
嘉
良
雄
・
監
事
嶋
田
玲
子
・
久
保

田
照
子
チ
ャ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
・
総
代
代
表
大
城

竹
明
・
横
浜
市
㈲
関
口
商
店
・
恩
納
村
遺
族
会
・

㈱
カ
ル
テ
ィ
ベ
イ
ト
・
英
霊
に
こ
た
え
る
会
沖

縄
県
本
部
・
沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱
・
㈱
鏡
原
組
・

㈱
大
八
産
業
・
㈱
ル
ー
ト
66
・
㈱
ト
ラ
ン
ク
・

オ
ロ
ク
商
会
㈱
・
㈱
サ
ン
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・

R
B
C
i
ラ
ジ
オ
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
琉
球
Ｇ
Ａ
Ｉ

Ａ・
さ
か
え
労
務
管
理
事
務
所
・
大
晋
建
設
㈱
・

㈱
か
ね
よ
し
・
㈱
新
建
宅
・
㈲
沖
セ
レ
モ
ニ
ー

社
・
㈱
め
い
わ
総
建
代
表
取
締
役
山
川
和
明
・

ユ
ー
ト
ピ
ア
ハ
ウ
ジ
ン
グ
㈱
・
（祉）
南
風
原
は
な

ぞ
の
保
育
園
・
㈱
東
洋
設
備
・
豊
見
城
地
区
交

通
安
全
協
会
・
㈱
お
き
さ
ん
・
三
栄
工
業
㈱
・

㈲
丸
徳
ガ
ス
産
業・電
気
興
業
㈱
沖
縄
営
業
所
・

前
原
良
一
ま
ち
子
・
㈲
西
紀
・
㈱
リ
フ
ォ
ー
ム

の
図
書
館
・福
井
康
夫
・
責
任
役
員
照
屋
苗
子
・

首
里
遺
族
会
会
長
照
屋
苗
子
・
オ
リ
オ
ン
ホ
テ

ル
那
覇
・
㈱
南
都
・
㈱
沖
縄
ボ
イ
ラ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
・
㈱
古
波
蔵
組
・
ア
ス
ク
沖
縄
㈱
・

㈱
剛
設
備
社
・
司
法
書
士
法
人
ロ
ア
ッ
ク
・
㈲

新
長
堂
土
木
・
㈱
南
西
産
業
・
O
k
i
n
a

w
a
O
f
f
i
c
e
㈱
・
㈱
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ン
ド

渕
辺
美
紀
・
㈱
国
際
ビ
ル
産
業
・
㈱
阿
部
・
ヤ

シ
マ
工
業
㈱
・
ヤ
シ
マ
工
業
㈱
安
全
衛
生
協
力

会
・（
一
社
）沖
縄
海
友
会
・
小
禄
地
域
振
興
会
・

㈱
沖
城
ポ
ン
プ
・
㈲
浜
冷
機
工
業
・
㈱
し
げ
組
・

㈱
シ
ン
テ
ッ
ク
・
㈱
前
田
産
業
ホ
テ
ル
ズ
・
㈲

沖
縄
式
典
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
國
幸
興
發
㈱
・

a
u
シ
ョ
ッ
プ
壷
川
・
㈱
サ
ン
ラ
イ
ト
・
㈱
三

晴
・
㈱
リ
ュ
ウ
ロ
ー
ド
・
㈱
ヒ
ロ
ハ
ル
フ
ァ
ー

ム
・
㈱
匠
宮
・
沖
縄
ガ
ス
㈱
・
㈱
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ・

三
協
電
気
工
事
㈱
・
オ
キ
コ
㈱
・
㈲
す
ま
い
の

大
進・（
一社
）表
千
家
同
門
会・ユ
ー
ア
イ
ホ
ー

ム
㈱
・
米
元
建
設
工
業
㈱
・
具
志
堅
グ
ル
ー

プ
琉
鵬
会
会
長
嘉
手
苅
義
男
・
た
ろ
う
歯
科

医
院
・
乾
太
郎
・
乾
礼
名
・
乾
夢
子
・
乾
蘭
子
・

㈱
琉
球
銀
行
・
沖
縄
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
・
阿

含
宗
沖
縄
道
場
・
拓
南
グ
ル
ー
プ
拓
伸
会
・

た
け
や
旗
染
店
・
㈱
神
路
社
・
㈱
真
宣
'組
・

新
日
本
工
芸
㈱
・
㈱
ミ
ナ
ミ
・
沖
縄
シ
ャ
ー

リ
ン
グ
㈱
・
㈱
三
宝
社
・
㈱
屋
部
土
建
・
㈱

ツ
ハ
設
備
・
㈱
ネ
オ
ッ
ク
ス
ワ
ン
・
グ
リ
ー

ン
産
商
㈱
・
㈱
久
保
田
商
工
・
ハ
チ
マ
ル
ぎ
ょ

う
ざ・新
装
美・修
養
団
捧
誠
会
沖
縄
県
支
部
・

田
場
斎
・
知
名
奏
依
・
㈲
エ
ー
ツ
ー
サ
イ
ン
・

沖
縄
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
・
㈱
縁
・
沖

縄
リ
ビ
ッ
ク
㈱
・
㈱
丸
忠
・
㈱
沖
縄
計
装
・

㈱
オ
カ
ノ
・
㈱
Ｎ
ｉ
ｃ
ｅ
不
動
産
・
弁
護
士

法
人
サ
ル
ヴ
ェ
イ
シ
ョ
ン
法
律
事
務
所
弁
護

士
照
屋
一
人
・
て
ぃ
ー
だ
社
労
士
事
務
所
・

㈲
西
原
農
園
・
㈱
正
広
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

㈲
琉
球
セ
レ
モ
ニ
ー
・
久
米
建
設
㈱
・
㈲
照

電
社
代
表
取
締
役
仲
間
博
明
・
㈲
フ
ォ
ー
ト

プ
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
・
㈱
松
村
電
機
製
作
所
沖

縄
営
業
所
・
㈱
松
村
電
機
製
作
所
上
原
康
幸
・

北
谷
町
ま
ち
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
㈱
ム
ラ
ヤ
マ
・

㈱
上
雅
装
工
・
五
木
田
穰
直
子
・
八
潮
重
設

運
輸
㈱・宅
配
専
門
ク
リ
ー
ニ
ン
グ・エ
ー
ス
・

シ
ン
バ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
・
琉
栄
工
業
・

㈱
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
・
㈱
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
ク
レ

ス
コ
・
三
協
興
産
㈱
・
㈱
大
阪
農
林
会
館
・

㈱
ラ
イ
ン
ビ
ル
ド
・
東
壱
住
建
㈱
・
㈱
御
菓

子
御
殿
・
㈱
御
菓
子
御
殿
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
・
㈱
御
菓
子
御
殿
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
沖

縄
三
菱
電
機
販
売
㈱
・
南
都
物
産
㈱
・
イ
ー
・

フ
レ
ス
㈱・㈱
桜
電
機
工
業・白
梅
慰
霊
の
会
・

㈱
外
間
重
機
・
光
文
堂
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
㈱
・
第
一
総
業
㈱
・
㈱
シ
ン
コ
ウ
・Ｓ

Ｋ
Ｇ
㈱
・
㈱
大
成
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
与
那
原
町

遺
族
会
・
㈱
桃
原
農
園
・
㈱
和
シ
ャ
ッ
タ
ー

沖
縄
・
㈱
茂
水
産
・
ま
ぐ
ろ
大
吉
・
お
香
の

香
音
・
㈱
福
岡
奉
製
・
㈱
金
城
組
・Ｋ
Ｙ
シ

ス
テ
ム
㈱
・
㈱
ア
ニ
ヤ
デ
ン
キ
・
㈱
ア
ニ
ヤ

デ
ン
キ　
ア
・
ピ
カ
・
フ
ォ
ー
ト
プ
ラ
ザ
・

施
友
会
沖
縄
支
部
支
部
長
赤
嶺
邦
男
・
㈱
大

輝
・
㈲
わ
か
ま
つ
ど
う
代
表
取
締
役
下
地
鉄

夫
・
㈱
昌
樹
鉄
筋
工
業
・
㈱
南
心
電
気
・
㈱

企
画
Ｔ
㈲
大
松
・
㈱
り
ゅ
う
と
う
・
㈱
国
和

シ
ス
テ
ム
・
丸
山
康
太
郎
・
オ
リ
オ
ン
ビ
ー

ル
㈱
・
責
任
役
員
嘉
手
苅
啓
・
㈲
新
八
土
建
・

㈱
プ
ロ
グ
レ
ス
・
㈱
北
盛
建
設
・
㈱
美
と
健

康
研
究
所
一
〇
三
o
k
i
n
a
w
a
・
㈱
Ｍ

a
e
h
a
r
a
・
㈱
う
る
ま
印
刷
・
沖
縄
県

煎
茶
道
協
会
・
㈲
光
陽
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
・
㈱

久
米
島
の
久
米
仙
・Ｍ
Ｒ
Ｏ
J
a
p
a
n
㈱
・

㈱
京
和
土
建
・Ｏ
Ｓ
会
計
㈱
・Ｏ
Ｓ
税
理
士
事

務
所
・
佐
島
の
か
ら
あ
げ
屋
・
㈱
西
建
設
・

沖
縄
菱
電
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
㈱
・
㈱
田
畑
工
業
・

S
Y
M
-T
I
N
G
G
R
O
U
P
㈱
・
㈱
ホ
ウ

シ
ン
工
業
・（
一
社
）茶
道
裏
千
家
淡
交
会
沖
縄

支
部
・
与
那
嶺
組
㈱
・
㈱
ビ
ー
ン
ズ
ラ
ボ
・

㈱
三
眞
運
輸
・
㈱
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン

W
i
l
l
・
㈱
ホ
ク
ガ
ン
・
㈱
リ
ク
ル
ー
ト

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
沖
縄
・
㈱
水
レ
ン
ジ
ャ
ー
・

㈱
ト
ラ
ス
テ
ッ
ク
・
沖
石
電
気
㈱
・
那
覇
市

連
合
遺
族
会
那
覇
遺
族
会
会
長
瑞
慶
山
良
祐
・

玉
城
流
翔
節
瑞
祥
和
の
会
会
主
瑞
慶
山
和
子
・

㈱
サ
ン
ク
リ
エ
イ
ト
・
㈱
外
為
ど
っ
と
コ
ム
・

ど
っ
と
こ
ぶ
ー
・
沖
縄
鶏
卵
販
売
㈱
・
富
士

電
機
㈱
・
居
酒
屋
き
ち
ん
と
・
居
酒
屋
は
じ

め
の
い
っ
ぽ
・
ミ
ラ
イ
エ
㈱
・
南
洋
土
建
㈱
・

保
崎
芳
秋
恭
子
・（
公
社
）沖
縄
県
隊
友
会
・
㈲

匠
建
・
仲
里
設
備
工
業
・
ブ
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム

代
表
者
上
地
学・㈱
名
城・沖
縄
型
枠
三
水
会
・

㈱
一
晏
建
設
・
㈱
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
沖
縄
・

㈲
設
計
集
団
閃
・Ｍ
Ａ
Ｏ
G
R
O
U
P
・
（同）

ま
お
の
て
・
w
a
l
k
e
r
s
b
a
s
e

G
R
O
U
P
・
農
業
生
産
法
人
㈱
千
寿
・
㈱

ゼ
ー
ゲ
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・
㈱
N
e
x
t
サ
ー

ビ
ス
・
亀
島
・
豊
見
城
市
遺
族
会
・
佐
和
田

恵
一
君
子
・
㈱
未
来
工
業
・
（同）
仲
松
工
業
・

㈲
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ・
㈱
フ
ラ
ッ
グ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・

（
一
財
）沖
縄
県
遺
族
連
合
会・本
部
町
遺
族
会・

八
重
山
遺
族
会
・
真
和
志
遺
族
会
・
㈱
豊
都

建
設
・
ラ
ー
メ
ン
工
房　
麺
太
・
孝
松
電
設
・

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｎ・
リ
エ
イ
設
備
工
業
・
（同）
ガ
イ
ア

テ
ッ
ク
・
㈱
沖
縄
銀
行
・
㈱
お
き
な
わ
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
・
次
美
華
政
愛
鳳
・

P
o
c
k
e
t
S
i
b
i
２
・
ト
ー
マ
産
業

㈱
・
地
酒
と
ま
ご
こ
ろ
料
理
つ
く
も
・
小
禄

オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
・
㈲
丸
和
産
業
・
嘉
互
業
・

税
理
士
法
人
リ
モ
ト
・
那
覇
東
急
R
E
I
ホ

テ
ル・㈲
ム
ー
ブ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ・平
川
宗
秋
・

㈲
蒼
竜
社
・
閃
光
社
代
表
者
長
田
益
博
・
オ
ー

シ
ロ
電
化
オ
ー
シ
ロ
マ
ン
ゴ
ー
園
・
㈱
富
士

開
発
・
㈱
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
・
三
創
㈱
・

㈱
Ｈ
ig
h
-Ｇ・
産
経
新
聞
社
那
覇
支
局
・

Ｌ
･
Ｄ
･
Ｋ
㈱
・
み
ち
る
水
産
・
豊
見
城
市
議

会
議
員
宜
保
安
孝
・
㈲
良
組
・
㈱
鳶
太
組
・
國

和
設
備
工
業
㈱
・
医
療
法
人
玉
福
空
と
海
と
ク

リ
ニ
ッ
ク
・
街
ク
リ
ー
ン
㈱
・
街
ク
リ
ー
ン
建

設
㈱
・
㈲
久
田
緑
化
造
園
・
大
鏡
建
設
㈱
・
㈲

エ
ヌ
ケ
イ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
㈱
澤
岻
運
輸
・
㈱

コ
モ
ド
ハ
ウ
ス
・
西
本
賢
司
・
高
良
幸
栄
高
良

幸
司
高
良
勇
介
高
良
陽
平
・
琉
球
ゴ
ー
レ
ッ
ク

ス
㈱
・
我
喜
屋
宗
浩
彩
花
宗
裕
・
石
川
恵
三
直

美
・
Mr.
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｏ・
前
原
産
業
・
極
東
警

備
セ
ン
タ
ー
㈱
・
㈱
G
-n
e
x
t
・
A
B
C

沖
縄
放
送
宣
伝
社
・
沖
縄
県
傷
痍
軍
人
会
・
護

国
神
社
奉
志
会
友
利
日
出
夫 

・
護
国
神
社
奉
志

会
野
底
友
子
・
護
国
神
社
奉
志
会
垣
花
力
男 

・

護
国
神
社
奉
志
会
米
須
清
二
・
護
国
神
社
奉
志

会
鶴
田
幸
恵 

・
護
国
神
社
奉
志
会
上
間
清
活
・

護
国
神
社
奉
志
会
米
須
清
治 

・
護
国
神
社
奉
志

会
嘉
数
吉
雄 

・
護
国
神
社
奉
志
会
石
原
昌
昭 

・

護
国
神
社
奉
志
会
上
原
直
也 

・
護
国
神
社
奉
志

会
島
袋
林
正 

・
護
国
神
社
奉
志
会
新
本
健 

・

護
国
神
社
奉
志
会
宇
榮
原
美
智
代 

・
護
国
神
社

奉
志
会
川
満
定
行 

・
護
国
神
社
奉
志
会
嘉
数
祐

樹 

・
護
国
神
社
奉
志
会
仲
西
隆　
　
　
　
　
　

奉
納
者
ご
芳
名

（
掲
揚
名
・
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
月
献
灯

...

...

..

....

14うむい32号



 

永
代
慰
霊
命
日
祭
新
規
申
込
者

沖
縄
県
沖
縄
市 
大
舛
邦
彦

 

永
代
慰
霊
命
日
祭
御
供

神
奈
川
県
逗
子
市 

一
戸
弥
生

愛
知
県
一
宮
市 

不
破
良
夫

沖
縄
県
宜
野
湾
市 

當
山
盛
市

神
奈
川
県
鎌
倉
市 

関

政

子

北
海
道
札
幌
市 

櫻
井
朋
子

沖
縄
県
那
覇
市 

新
崎
英
美

三
重
県
志
摩
市 

杉
木
茂
樹

千
葉
県
八
街
市 

黒
木
陽
一
郎

沖
縄
県
沖
縄
市 

大
桝
邦
彦

岐
阜
県
岐
阜
市 

江
崎
明
美

広
島
県
大
竹
市 

松
本
春
高

埼
玉
県
比
企
郡 

福
岡
英
男

北
海
道
函
館
市 

伊
藤
和
子

岩
手
県
花
巻
市 

瀬
川
豊
子

愛
知
県
名
古
屋
市 

知
念
松
春

群
馬
県
吾
妻
郡 

関
﨑
勝
治

沖
縄
県
石
垣
市 

瀬
名
波
長
宏

徳
島
県
阿
南
市 

幸
田
純
子

福
島
県
喜
多
方
市 

田
中
昭
二

北
海
道
札
幌
市 

北
村
孝
子

愛
知
県
豊
橋
市 

小
野
よ
し
子

岐
阜
県
大
津
市 

清
水
千
鶴
子

青
森
県
弘
前
市 

三
浦
慶
子

佐
賀
県
杵
島
郡 

平
川
忠
雄

千
葉
県
市
川
市 

松
永
修
己

 

　
　
　

利
喜
子

沖
縄
県
那
覇
市 

新
垣
信
正

茨
城
県
取
手
市 

大
塚
幸
男

愛
知
県
一
宮
市 

後

藤

修

宮
城
県
富
谷
市 

菅
原
義
則

沖
縄
県
那
覇
市 

与
那
嶺
朝
博

京
都
府
宇
治
市 

上
田
明
子

大
阪
府
池
田
市 

島
村
美
哉
子

北
海
道
雨
竜
郡 

木
村
寿
文

北
海
道
函
館
市 

對
馬
長
敏

石
川
県
小
松
市 

南
出
修
宏

北
海
道
亀
田
郡 

岩
田
軍
一

千
葉
県
香
取
市 

榊

原

潔

群
馬
県
甘
楽
郡 

中
村
公
美

熊
本
県
熊
本
市 

松

尾

誠

滋
賀
県
東
近
江
市 

松
浦
友
一

愛
知
県
海
部
郡 

気
田
一
郎

埼
玉
県
本
庄
市 

髙
橋
貴
子

群
馬
県
高
崎
市 

江
積
栄
一

 

　
　
　

早
智
子

群
馬
県
高
崎
市 

江
積
節
子

群
馬
県
富
岡
市 

櫻

井

勝

沖
縄
県
八
重
瀬
町 

神
里
ス
ミ
子

愛
知
県
豊
橋
市 
牧

香

里

佐
賀
県
小
城
市 
藤
島
由
紀
子

岡
山
県
総
社
市 
中
村
和
永

沖
縄
県
宜
野
湾
市 

當
山
盛
市

北
海
道
札
幌
市 

沼
田
富
美
枝

京
都
府
八
幡
市 

齊
藤
亮
司

沖
縄
県
八
重
瀬
町 

神
里
ス
ミ
子

東
京
都
武
蔵
村
山
市 

渡
辺
三
男

群
馬
県
桐
生
市 

大
西
昭
範

沖
縄
県
那
覇
市 

与
儀
シ
ゲ

三
重
県
津
市 

林

和

子

北
海
道
足
寄
郡 

大
竹
口
重
義

 

玉
串
料（
伍
千
円
以
上
）

青
森
県
弘
前
市 

三
浦
慶
子

福
岡
県
北
九
州
市 

茶
屋
本
廣
喜

沖
縄
県
浦
添
市 

大
嶺
直
子

沖
縄
県
那
覇
市 

仲
村
渠
良
雄

沖
縄
県
隊
友
会 

広
島
県
広
島
市 

中
島
百
合
枝

千
葉
県
遺
族
会
会
長 

川
島
義
美

沖
縄
県
那
覇
市 

西
田
喜
一

東
京
都
清
瀬
市 

岩

﨑

悟

東
京
都
八
王
子
市 

富
田
喜
代
志

静
岡
縣
神
社
廳 

静
岡
縣
護
國
神
社 

宮
司 

芦
原
久
雄

静
岡
県
浜
松
市 

稲

穂

貴

岡
山
県 

石
川
至
海

岡
山
県 

中

本

幸

佐
賀
縣
護
國
神
社 

岐
阜
護
國
神
社 

岐
阜
県
岐
阜
市 

玉

田

充

宮
崎
県
遺
族
連
合
会 

宮
﨑
縣
護
國
神
社 

宮
司 

本
部
雅
裕

英
霊
に
こ
た
え
る
会
宮
﨑
県
本
部 

新
潟
縣
護
國
神
社 

宮
司 

齋
藤
伸
雄

兵
庫
県
神
戸
市 

福
井
康
夫

和
歌
山
県
和
歌
山
市 

石
浦
ゆ
か
り

京
都
府
京
都
市 

武
田
智
彦

沖
縄
県
宮
古
島
市 

金
城
則
子

長
野
縣
神
社
廳 

和
歌
山
県
橋
本
市
遺
族
連
合
会 

和
歌
山
県
伊
都
郡
遺
族
連
合
会 

京
都
霊
山
護
国
神
社 

沖
縄
県
嘉
手
納
町 

亀
島
陸
勇

大
阪
護
國
神
社 

宮
司 

藤
江
正
鎭

大
阪
府 

田
宮
昌
子

沖
縄
県
う
る
ま
市 

辻

直

子

福
井
縣
護
國
神
社 

宮
司 

宮
川
貴
文

木
田
神
社　
宮
司 

金
岡
正
和

氣
比
神
宮　
宮
司 

桑
原
宏
明

足
羽
神
社　
宮
司 

馬
來
田
善
敬

広
島
護
國
神
社 

邇
保
姫
神
社　
宮
司 

渡
部
公
麿

沼
名
前
神
社　
宮
司 

奥

茂

宣

廣
島
縣
神
社
廳 

嚴
島
神
社 

大
阪
天
満
宮　
宮
司 
寺
井
種
治

武
田
神
社　
宮
司 
乙

黒

洋

冨
士
山
小
御
嶽
神
社 

宮
司 
小
佐
野
正
史

福
岡
縣
護
國
神
社 

宮
司 

田
村
豐
彦

牧
口
八
幡
社　
宮
司 

小
野
日
隆

広
島
県
広
島
市 

邊
春
成
行

沖
縄
県
那
覇
市 

上
原
一
則

 

上
原
る
り
子

㈱
沖
縄
ユ
ニ
ホ
ー
ム 

東
京
都
北
区 

富
樫
直
哉

千
葉
県
船
橋
市 

岡
野
矩
子

沖
縄
県
浦
添
市 

高
嶺
嘉
代
子

岐
阜
県
岐
阜
市 

箕
浦
義
之

大
阪
府
池
田
市 

広
中
房
男

修
養
団
捧
誠
会 

修
養
団
捧
誠
会
沖
縄
県
支
部 

修
養
団
捧
誠
会 

青
木
正
孝

（同）
我
喜
屋
ボ
ー
リ
ン
グ 

  

代
表 

我
喜
屋
良
人

  

相
談
役 

我
喜
屋
良
光

沖
縄
県
与
那
原
町 

岡
田
匡
平

沖
縄
県
与
那
原
町 

岡

田

茜

ケ
ー
ツ
ー
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱ 

沖
縄
県
浦
添
市 

比
嘉
信
子

修
養
団
捧
誠
会 

平
良
和
子

東
京
都
世
田
谷
区 

大
倉
源
次
郎

㈱
聖
護
院
八
ッ
橋
総
本
店 

 

鈴
鹿
且
久

護
国
神
社
奉
志
会 

群
馬
県
太
田
市 

木　

 

村　

 

保

S
Y
D
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会

  

会
長 

松　

 

谷　

 

毅

 
 

賛
助
会
奉
納
金

琉
鵬
会

沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱

大
晋
建
設
㈱

第
一
食
糧
㈱

オ
キ
コ
㈱

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ウ

國
和
設
備
工
業
㈱

㈱
凰
琉
堂

沖
縄
リ
ビ
ッ
ク
㈱

㈱
浜
冷
機
工
業

K
Y
シ
ス
テ
ム
㈱ 

 
 

社
殿
造
営
奉
賛
金

比
嘉
良
雄 

　
　
二
百
万
円

久
保
田
照
子 

　
　
　
百
万
円

㈱
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ 

　
　
　
百
万
円

三
協
電
気
工
事
㈱ 

　
　
四
十
万
円

英
霊
に
こ
た
え
る
会
沖
縄
県
本
部

　
　
　
　
二
十
万
円（
通
算
六
十
万
円
）

嶋
田
玲
子 

　
　
　
二
万
円

石
田
多
一 

　
　
　
一
万
円

 

御
供
物

神
饌　
　
　
　
　
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
㈱

正
面
幕
・
樽
酒 

ジ
ー
マ
㈱

正
面
幕
・
樽
酒 

㈱
ジ
ー
マ
ッ
ク

樽
酒
・
米　
　
　
　
㈱
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ

鶏
卵　
　
　
　
　
　
沖
縄
鶏
卵
販
売
㈱

生
花 

蘭
フ
ラ
ワ
ー

生
け
花
M
O
A
山
月 

光

輪

会

生
け
花　

    

華
道
家
元
池
坊
沖
縄
支
部

記
録
写
真　
　
　
　
フ
ォ
ー
ト
プ
ラ
ザ

国
旗 

た
け
や
旗
染
店

千
羽
鶴 

鈴
木
正
一

鮮
魚 

㈲
マ
ル
カ
水
産

泡
盛　
　
　
　
　
㈱
久
米
島
の
久
米
仙

泡
盛　
　
　
　
シ
ン
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

泡
盛 

大
島
久
和

清
酒 

龍

華

会

清
酒 

上
原
り
え
子

清
酒
・
他 

白
梅
慰
霊
の
会

米　
　
　
　
　
　
狩
野
平
左
衛
門
岳
也

米 

丹
羽
秀
樹

果
物 

臼
田
容
子

果
物 

岐
阜
県
遺
族
会

果
物 

三
浦
日
出
子

果
物　
　
　
　
　
　
青
森
縣
護
國
神
社

果
物 

本
渡
諏
訪
神
社

飲
料　
　
　
㈱
サ
ン・エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

菓
子 

宮
城
貴
子

菓
子 

中
島
百
合
枝

菓
子 

知
念
良
勝

 

寄
贈

靖
國
神
社
の
桜
の
置
物　
髙
松
真
希

ヘ
ル
メ
ッ
ト
17
個 

　

S
Y
D
ボ
ラ
ン
ティ
ア
友
の
会  

新
田
侑
幹

干
支
の
置
物 

友

利

龍

靖
國
の
桜（
置
物
）・
清
酒   

中
野
順
子
・
結
葉

 

寄
贈
書
籍

『「
特
攻
」の
聲
』 

宮
本
雅
史

『
首
里
城
と
沖
縄
神
社 

　
　

  

資
料
に
見
る
近
代
の
変
遷
』 

 

後
田
多
敦

『
千
家
尊
福
と
出
雲
信
仰
』　
岡
本
雅
享

各
種
書
籍 

辻

直

子

 
奉
納
者
御
芳
名

令
和
六
年
四
月
〜
令
和
七
年
三
月

（
社
務
日
誌
掲
載
以
外・順
不
同・敬
称
略
）
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　“会った事のない隊員の夢を見るほど
になりながら考え続け、気づいたのは、全
く何も理解しておらず、特攻隊を美化し
ている自分の姿であった。自分を恥じた
私は、『命を懸ける』という言葉を安易に
口にできなくなった。”（本書273頁より）
　本書は大きく分けて「出撃した者たち」
「見送った者たち」「大義に生きた者たち」

の三章で構成されており、遺族、元特攻隊員、戦友の立場から見た特
攻だけでなく、楠公精神から論ずる特攻、特攻に関する国外の評価な
ど多くの立場・視点から見た特攻が丹念に描かれています。一例をあ
げますと、戦後も特攻隊員であったことを隠し続けた元ト号機（四式重
爆撃機飛龍を改造した特攻機）搭乗員の証言、三十三回忌が終わり
ようやく国に捧げた息子が自分の元に帰ってきたと号泣する母の話、
戦後婚約者が散華した海に散骨を希望し婚約者が眠る海にかえって
いった女性の話、終戦後軍神から一転して国賊といわれたご遺族の
話など、どれも一文字たりとも読み落とすことの出来ない話ばかりです。
　本書の著者である宮本雅史氏は30年以上に渡り特攻隊に関する
取材を続けられ、特攻隊を慰霊顕彰し続けることが三世代、四世代先
の日本の将来につながるという思いで講演会も精力的に行っています。
講演ご希望の方は是非ご連絡下さい。

　

「１人の死は悲劇だが百万人の死
は統計である」この言葉を最初に
発言した人物は定かではありませ
んが、中々に核心を突いた言葉で
あると思います。先の大戦から80
年の時がたち個々人の勲や思いは
風化しつつあります。そうなると今
後残るのは無味乾燥な年表や数

字のみでしょう。しかしそれで良いのでしょうか？本書は北海道出
身で元陸軍兵長であった清水幸一氏が北海タイムス社の企画
で昭和39年の4月から12月にかけて延べ267回に渡って連載さ
れた「あゝ 沖縄―七師団戦記」を再録した書籍です。この書の
特徴として大変多くの人名が登場することが挙げられます。戦
後19年の時代です。まだまだ思い出したくない事も多くあったで
しょう。しかしながら、清水氏も多くの証言者の方も、亡き戦友
の為に出来る事は何かと考えた時、それは、その事績・勲を、真
の戦場の様子を一つでも多く後世に伝え事である。そのような
思いで手記を出し取材を受け、それを丹念に文字に起こされた
のだと拝察いたします。歴史は決して統計ではない、一人一人
の人間の物語の積み重ねである。そう感じた一冊でした。

『道産子たちの沖縄戦記
　　　　　　 あゝ 沖縄』

 『「特攻」の聲
　　隊員と遺族の八十年』

書籍紹介

現
在
、
各
地
の
護
国
神
社
に
て
、
ご
遺
族
・
崇

敬
者
の
方
の
参
拝
が
減
少
し
て
い
る
た
め
危
機
に

瀕
し
て
い
ま
す
。
護
国
神
社
中
最
多
の
十
七
万
七

千
九
百
十
三
柱
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
当
社
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
例
え
ば
春
秋
の
例
大
祭

に
お
い
て
昭
和
四
十
年
代
で
は
実
に
、
七
〜
六
千

人
の
参
列
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
百
五
十
名

を
切
る
よ
う
な
状
況
と
なって
お
り
ま
す
。

先
の
大
戦
で
県
民
の
四
人
に一人
が
散
華
さ
れ
た

沖
縄
県
に
住
む
多
く
の
人
が
遺
族
と
言って
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
社
で
は
随
時
御
霊
と
の
お

繋
が
り
を
証
明
す
る
祭
神
調
査
書
の
発
行
や
、
ご

命
日
の
日
に
御
霊
を
慰
霊
安
鎮
す
る
永
代
慰
霊
命

日
祭
の
お
申
込
み
を
承って
お
り
ま
す
。
御
霊
が
最

も
お
喜
び
に
な
る
の
は
、
ご
子
孫
の
方
の
お
顔
を
見

る
事
、
又
ご
子
孫
の
方
が
自
分
を
忘
れ
ず
、
思
い

出
し
て
く
れ
る
と
い
う
事
で
あ
る
と
ご
拝
察
申
し
上

げ
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
是
非
お
問
合
せ
下
さ
い
。

※
御
来
社
さ
れ
る
日
が
分
か
り
ま
し
た
ら
、
事
前

に
お
電
話
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

※
ご
希
望
に
応
じ
、
軍
歴
証
明
書
の
取
り
方
や
、

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
て
い
る
、
遺
骨
収
集

事
業
に
て
御
帰
国
さ
れ
ま
し
た
遺
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
の
ご
案
内
、
そ
の
他
、
可
能
な
範
囲
内

で
関
連
団
体
（
戦
友
会
・
遺
族
会
・
遺
骨
収

集
団
体
・
慰
霊
団
体
）
の
ご
紹
介
や
お
取
次

ぎ
を
致
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
当
社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
調
査
対
象
の
ご
祭
神
】

　
当
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
全
て
の
ご
祭
神

　
十
七
万
七
千
九
百
十
三
柱

県
内
出
身
の
対
象

　
屋
比
久
孟
治
命
を
は
じ
め
、
十一万
九
百
八
十一柱

※
日
清
戦
争
〜
大
東
亜
戦
争
に
て
散
華
さ
れ
た
軍

人
・
軍
属
の
方
。
沖
縄
戦
に
お
い
て
散
華
さ
れ

た
民
間
人
の
方
。

県
外
出
身
の
対
象

　
牛
島
満
命
を
は
じ
め
、
六
万
六
千
九
百
三
十
二
柱

※
沖
縄
戦
に
お
い
て
散
華
さ
れ
た
県
外
出
身
の
陸

海
軍
の
軍
人
、
軍
属
の
方
。

※
沖
縄
方
面
に
出
撃
さ
れ
た
特
攻
隊
員
の
方
や
、

天一号
作
戦
参
加
者
、
義
烈
空
挺
隊
員
等
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

【
ご
依
頼
主
様
の
条
件
】

　
ご
祭
神
の
ご
家
族
様

※
ご
家
族
様
で
あ
れ
ば
直
接
の
血
縁
関
係
は
問
い

ま
せ
ん
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
ご
家
族
様
以

外
の
調
査
（
研
究
目
的
を
含
む
）
に
つ
い
て
は

お
受
け
で
き
か
ね
ま
す
。

【
必
ず
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の
】

・
ご
依
頼
主
様
の
身
分
証
明
書

（
保
険
証・運
転
免
許
証・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

【
ご
持
参
い
た
だ
け
る
と
よ
い
も
の
】

　
　
※
必
須
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

・
軍
歴
証
明
書

・ご
依
頼
主
様
と
ご
祭
神
の
繋
が
り
が
わ
か
る
も
の

（
戸
籍
謄
本
等
）

・
ご
祭
神
の
本
籍
や
生
年
月
日
が
わ
か
る
も
の

・
そ
の
他
、
ご
祭
神
に
関
係
す
る
資
料

ご
祭
神
の

遺
籍
調
査
に
つ
い
て

HP
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